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国見町告示第４３号 

 

 

 

 

 

      平成２９年第４回国見町議会定例会を次のとおり招集する。 

 

 

         平成２９年１１月２０日 

 

 

 

 

 

                     国見町長 太田久雄 

 

 

 

 

 

 

記 

 

 

 

         １．期  日   平成２９年１２月５日 

 

         ２．場  所   国見町議会議場 
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応招不応招議員 

 

 

 ・応招議員（１０名） 

   １番 松 浦 和 子 君   ２番 村 上   一 君   ３番 井 砂 善 榮 君 

   ４番 （ 欠 番 ）   ５番 佐 藤 定 男 君   ７番 渡 辺 勝 弘 君 

   ８番 松 浦 常 雄 君   ９番 （ 欠 番 ）  １０番 阿 部 泰 藏 君 

  １１番 浅 野 富 男 君  １２番 （ 欠 員 ）  １３番 八 島 博 正 君 

  １４番 東 海 林 一 樹 君 

 ・不応招議員（１名） 

   ６番 村 上 正 勝 君 

 



 
 
 

第  １  日 
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平成２９年第４回国見町議会定例会議事日程（第１号） 

 

                  平成２９年１２月５日（火曜日）午前１０時開議 

 

 第 １ 会議録署名議員の指名 

 第 ２ 会期決定 

 第 ３ 諸般の報告 

 第 ４ 報告第 ９号 専決処分の報告について 

 第 ５ 承認第 ２号 専決処分の承認を求めることについて 

 第 ６ 議案第４５号 国見町行政手続条例の一部を改正する条例 

 第 ７ 議案第４６号 国見町情報公開条例の一部を改正する条例 

 第 ８ 議案第４７号 国見町個人情報保護条例の一部を改正する条例 

 第 ９ 議案第４８号 職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例 

 第１０ 議案第４９号 職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 

 第１１ 議案第５０号 国見町敬老祝金支給条例の一部を改正する条例 

 第１２ 議案第５１号 平成２９年度国見町一般会計補正予算（第５号） 

 第１３ 議案第５２号 平成２９年度国見町公共下水道事業特別会計補正予算（第２号） 
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 ・出席議員（１０名） 

   １番 松 浦 和 子 君   ２番 村 上   一 君   ３番 井 砂 善 榮 君 

   ４番 （ 欠 番 ）   ５番 佐 藤 定 男 君   ７番 渡 辺 勝 弘 君 

   ８番 松 浦 常 雄 君   ９番 （ 欠 番 ）  １０番 阿 部 泰 藏 君 

  １１番 浅 野 富 男 君  １２番 （ 欠 員 ）  １３番 八 島 博 正 君 

  １４番 東 海 林 一 樹 君 

 ・欠席議員（１名） 

   ６番 村 上 正 勝 君 

 ・遅参及び早退議員（なし） 

 ・地方自治法第１２１条の規定により説明のため会議に出席した者の職氏名 

町 長 太 田 久 雄 君 副 町 長 佐 藤 弘 利 君 

教 育 長 岡 崎 忠 昭 君 総 務 課 長 羽根田孝司君 

企画情報課長 佐 藤 克 成 君 税 務 課 長 吉 田 義 勝 君 

住民生活課長 村 上 幸 平 君 保健福祉課長 武 田 正 裕 君 

産業振興課長 
兼農業委員会 
事 務 局 長 

蓬 田 英 右 君 
ま ち づ く り 
交 流 課 長 菊 地 弘 美 君 

建 設 課 長 阿 部 正 一 君 上下水道課長 澁 谷 康 弘 君 

会計管理者兼 
会 計 課 長 黒 木 浩 子 君 

教 育 次 長 兼 
学校教育課長 引 地 由 則 君 

幼児教育課長 中 田 利 枝 君 生涯学習課長 羽 根 洋 一 君 

教 育 委 員 長 高 橋 幸 子 君 代表監査委員 佐 藤 徳 正 君 

 ・本会議に職務のため出席した事務局職員 

事 務 局 長 松 浦 昭 一 君 書 記 安 藤 充 輝 君 

書 記 佐 藤 智 昭 君 書 記 横 山 裕 子 君 
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◇開会の宣告 

議長（東海林一樹君） おはようございます。ただいまの出席議員は１０名です。定足数

に達しておりますので、これより平成２９年第４回国見町議会定例会を開会いたしま

す。 

（午前１０時００分） 

◇          ◇          ◇ 

◇開議の宣告 

議長（東海林一樹君） それでは、本日の会議を開きます。 

   本日の議事日程は、あらかじめお手許に配付したとおりであります。 

   日程に入るに先立ち、村上正勝議員より、入院治療のため本定例会を欠席する旨、

届け出がありましたので報告いたします。 

◇          ◇          ◇ 

◇会議録署名議員の指名 

議長（東海林一樹君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

   会議録署名議員は、会議規則第１２７条の規定により、５番佐藤定男君、７番渡辺

勝弘君を指名いたします。 

◇          ◇          ◇ 

◇会期の決定 

議長（東海林一樹君） 日程第２、会期決定の件を議題といたします。 

   おはかりいたします。 

   本定例会の会期は、本日から１２月８日までの４日間といたしたいと思います。こ

れにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

議長（東海林一樹君） 異議なしと認めます。 

   したがって、会期は本日から１２月８日までの４日間と決定いたしました。 

   なお、本定例会にあたり、町長、教育委員長、監査委員、関係職員に対し、説明の

ため、あらかじめ出席を求めておりますので、ご了承願います。 

◇          ◇          ◇ 

◇諸般の報告 

議長（東海林一樹君） 日程第３、諸般の報告を行います。 

   はじめに、議会関係について事務局長から報告させます。議会事務局長。 

議会事務局長（松浦昭一君） 議会関係についてご報告いたします。 

   平成２９年第３回議会定例会以降、現在までの議会活動は、お手許に配付の議員活

動報告書のとおりであります。 

   また、第３回議会定例会で可決いたしました「全国森林環境税」の創設に関する意

見書については、９月１５日に内閣総理大臣ほか関係機関に送付いたしました。 

   本定例会に、町長より別紙議案提出書のとおり報告１件、承認１件、議案８件が提

出され、受理いたしました。 
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   本定例会までに受理した請願・陳情はありませんでした。 

   一般質問の通告は４議員で、お手許に配付の一般質問通告一覧表のとおりでありま

す。 

   定期監査及び例月出納検査の結果について監査委員から報告があり、その写しを配

付しております。 

   以上、ご報告いたします。 

議長（東海林一樹君） 次に、一部事務組合関係について。 

   最初に、公立藤田病院組合議会について、２番村上 一君。 

２番（村上 一君） 去る１０月１２日午後４時より、公立藤田総合病院大会議室におい

て第２回公立藤田病院組合議会定例会が開催されました。 

   提案された議案は２件であり、議案第３号は、公立藤田総合病院職員の育児休業等

に関する条例の一部を改正する条例についてであります。 

   これは、地方公務員の育児休業等に関する法律の一部改正に基づき改正されました。 

   議案第４号は、平成２８年度公立藤田病院組合病院事業会計決算認定についてであ

ります。 

   決算の概況でありますが、平成２８年度の病院事業会計決算は純収益５８億

３０６６万７０００円、総費用５８億５６７０万５０００円となり、２６０３万

８０００円の純損失となっております。 

   純収益５８億３０６６万７０００円は、前年度から４４９６万２０００円の減少で

す。総費用５８億５６７０万５０００円は、前年度から６４１９万７０００円の減少

です。 

   これらの議案２件は、採決の結果、原案のとおり可決認定されました。 

   なお、お手許に議案書の写しを配付しておりますので、ごらんいただきたいと思い

ます。 

   以上で、公立藤田病院組合議会の報告を終わります。 

議長（東海林一樹君） 次に、伊達地方消防組合議会について、７番渡辺勝弘君。 

７番（渡辺勝弘君） 私から、伊達地方消防組合の報告をさせていただきます。 

   去る１０月２４日午前９時より、村上正勝議員欠席のため、私１人が出席いたしま

した。 

   まず、伊達地方消防組合会議室におきまして第３回全員協議会が開かれ、続いて午

前１０時より伊達地方消防組合議場において第２回議会定例会が開かれました。 

   提出された議案は２件であります。 

   議案第６号は、平成２８年度伊達地方消防組合一般会計歳入歳出決算の認定につい

てであります。 

   歳入総額１６億８００３万７２８１円、歳出総額１６億４９６８万３６８５円とな

り、差し引き額３０３５万３５９６円となりました。 

   歳出決算状況におきましては、消防救急デジタル無線指令システム整備事業、消防

本部及び中央消防署庁舎並びに消防指令センター建設工事が完成をいたしまして、前
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年比８０.９％減となりました。反面、公債費が増額となりました。消防施設整備事

業といたしましては、救急工作車、化学消防ポンプ自動車、高規格緊急自動車を購入

いたしました。 

   議案第７号は、平成２９年度伊達地方消防組合一般会計補正予算（第１号）につい

てであります。 

   歳入歳出それぞれ２４８８万５０００円を追加し、歳入歳出総額を１６億

１８８８万５０００円としたいということであります。 

   歳出の内訳といたしましては、総務管理費の財政調整基金の積立金、補正額

２２１０万円。常備消防費２７８万５０００円であります。 

   これら議案２件は、採決の結果、原案のとおり可決いたしました。 

   なお、お手許に議案書の写しを配付しておりますので、ごらんいただきたいと思い

ます。 

   以上で、第２回伊達地方消防組合議会定例会の報告を終わります。 

議長（東海林一樹君） 最後に、伊達地方衛生処理組合議会について、１３番八島博正君。 

１３番（八島博正君） 去る１０月２４日、２９年第２回伊達地方衛生処理組合議会定例

会が開催されました。 

   組合議会の開催に先立ち、午後１時から全員協議会を開き、午後２時より本会議が

開会されました。 

   今定例会に提案された議案は７件でございます。 

   ３件が２８年度の決算認定の件、３件が２９年度第１号補正予算の件、そして１件

が人事案件の７件でございます。 

   まず、議案第８号、平成２８年度伊達地方衛生処理組合一般会計歳入歳出決算認定

については、歳入が５６２３万３０５３円、歳出が５５６８万２００８円で、５５万

１０４５円の残高になっております。 

   続きまして、議案第９号、平成２８年度伊達地方衛生処理組合し尿処理事業特別会

計歳入歳出決算認定については、歳入が３億５５２８万８３６０円、歳出が３億

５３９９万５９３２円で、１２９万２４２８円の残高でございます。 

   続きまして、議案第１０号、平成２８年度伊達地方衛生処理組合ごみ処理事業特別

会計歳入歳出決算認定については、歳入が４１億９８８０万７３８３円、歳出が

４１億９０１６万７４５８円、差し引き８６３万９９２５円の残高でございます。 

   いずれも黒字決算となり、３案とも原案どおり決定されております。 

   続きまして、議案第１１号、平成２９年度伊達地方衛生処理組合一般会計補正予算

（第１号）は、歳入歳出それぞれ１５万１０００円を追加し、歳入歳出の予算の総額

を歳入歳出それぞれ５６６５万１０００円とするものでございます。 

   続きまして、議案第１２号、平成２９年度伊達地方衛生処理組合し尿処理事業特別

会計補正予算（第１号）は、歳入歳出それぞれ６３万８０００円を追加し、歳入歳出

予算の総額を歳入歳出それぞれ３億５９０３万８０００円とするものでございます。 

   続きまして、議案第１３号、平成２９年度伊達地方衛生処理組合ごみ処理事業特別
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会計補正予算（第１号）は、歳入歳出それぞれ２５２万９０００円を追加し、歳入歳

出の予算の総額、歳出歳入それぞれ４１億９５５２万９０００円とするものでござい

ます。 

   以上の補正予算３件は、原案どおり可決されております。 

   続きまして、議案第１４号、伊達地方衛生処理組合監査委員の選任につき同意を求

めることについては、今まで勤めておりました川俣出身の斎藤庸夫監査委員が一身上

の都合により辞職したことに伴い、桑折町の監査委員、紺野範明氏を選任するもので

あり、満場一致で決定しております。 

   なお、お手許に議案書の写しを配付しておりますので、ご参照願います。 

   以上で、平成２９年第２回伊達地方衛生処理組合議会定例会の報告を終わります。 

議長（東海林一樹君） 以上で、諸般の報告を終わります。 

◇          ◇          ◇ 

◇議案の上程（報告第９号～議案第５２号） 

議長（東海林一樹君） この際、日程第４、報告第９号から日程第１３、議案第５２号ま

での報告１件、承認１件、議案８件を一括上程いたします。 

   書記に議案提出書を朗読させます。朗読。 

（書記 議案提出書を朗読） 

◇          ◇          ◇ 

◇町長提案理由の説明 

議長（東海林一樹君） 町長より提案理由の説明を求めます。町長。 

町長（太田久雄君） 本日、ここに平成２９年第４回国見町議会定例会を招集いたしまし

たところ、議員の皆様におかれましては、ご壮健にてご出席をいただき、まことにあ

りがとうございます。 

   さて、本定例会には、平成２９年度一般会計及び特別会計の補正予算をはじめ、当

面する重要な案件を提出いたしておるところでございます。 

   まず、平成２９年９月第３回議会定例会以降の町政執行等の主なものについて申し

上げます。 

   最初に、「東日本大震災の早急な復旧・復興」について申し上げます。 

   まず、除染対策事業についてでございますが、上野台運動公園など公共施設２９カ

所に保管してございました除去土壌等は、仮置き場への搬出が完了し、環境省におい

て中間貯蔵施設への運搬が開始されたところでございます。 

   また、農地１９カ所に保管してございます除去土壌等につきましても、順次搬出を

行っているところでございます。 

   なお、現在、仮置き場に保管しております除去土壌等につきましては、環境省と協

議の上、早期の搬出を図ってまいりたいと考えてございます。 

   次に、原発事故に伴う町民の皆様の健康管理事業の実施状況について申し上げます。 

   内部被曝検査でございますが、１０月末までに受検された８００人の皆様につきま

しては、健康に影響を与えるような数値が検出された方はございませんでしたが、引
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き続き希望される皆様に対しまして検査を継続しているところでございます。 

   また、外部被曝検査につきましては、８月から１０月までの３カ月間実施し、測定

した２６７名の皆様には結果が判明次第、個人宛てに通知を行い、全体の結果につい

て公表することといたしてございます。 

   次に、風評対策トップセールス、特産品ＰＲ事業について申し上げます。 

   ９月から１１月にかけて、晩生種のモモやブドウ、リンゴなどを中心に、岐阜県池

田町の「みの池田ふるさと祭」では、農家の青年後継者やミスピーチとともに、国見

町の農産物などのＰＲを行ったところでございます。 

   また、東京都羽村市の産業祭では、福島復興ブースに出店するとともに、開会式に

おいて、私から羽村市民をはじめ来場した方々に国見町の復興状況をアピールしたほ

か、リンゴ、野菜などの販売を通して風評払拭と交流に努めたところでございます。 

   今後は、これから出荷の最盛期を迎えるあんぽ柿を中心に、引き続き風評対策、Ｐ

Ｒ事業に取り組んでまいりたいと考えてございます。 

   また、特別栽培米としてブランド化を目指してございます「くにみ米」につきまし

ては、各種イベント会場において試食販売会を開催するなど、一層のＰＲに努めてお

るところでございます。 

   次に、風評対策事業として実施してございますモニターツアー、「女性応援団ツア

ー」について申し上げます。 

   １１月２４日から２５日にかけて実施されましたツアーでは、あんぽ柿加工体験、

リンゴ狩りのほか、町内のお母さん方のご協力をいただき、地域の家庭料理でおもて

なしなど、交流を深めたところでございます。 

   次に、あんぽ柿の産地再生に向けた取り組みについて申し上げます。 

   出荷再開５年目を迎える平成２９年産のあんぽ柿の加工・出荷につきましては、目

標数量を震災前の約８８％、１,３５０トンとし、１１月２０日からは国見検査場に

おいて全量非破壊検査を実施しますとともに、出荷が開始されたところでございます。 

   また、個包装製品についても出荷量の拡大が見込まれておるところでございます。 

   続きまして、「安全・安心な町政の実現」について申し上げます。 

   まず、国見町防災訓練について申し上げます。 

   今年度は、９月１０日に藤田地区、山崎地区、石母田地区、森江野地区、大木戸地

区、大枝地区の計６地区で実施をいたしました。訓練の参加実績についてでございま

すけれども、一時避難場所へ３,０４２名、各地区全体訓練には９０７名の町民の

方々が参加されたところでございます。 

   今後、全世帯からのアンケート集計をもとに、各地区実行委員会におきまして、今

年度の総括等について協議を進めてまいりたいと考えてございます。 

   次に、災害時における相互応援協力について申し上げます。 

   道の駅を通しました交流連携を深めてございます栃木県茂木町とは、１１月１０日

に茂木町長、茂木町議会議長らが国見町を訪問し、国見町議会正副議長のご臨席のも

と災害時相互応援協定の締結をさせていただきました。遠方の自治体だけではなくて、
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隣接県の自治体との相互応援協定の締結は初めてでございまして、災害時の初期段階

での相互応援協力体制の確立のほか、物産、観光面でのさらなる交流拡大を図ってま

いりたいと考えてございます。 

   次に、鳥獣被害対策について申し上げます。 

   野生鳥獣の侵入防止柵の設置事業についてでございますが、設置要望のございまし

た地区の皆様のご協力をいただき、今年度は石母田地区から貝田地区までの区間

７.６キロメートルに設置することとしておりまして、現在作業が進められておりま

す。年内には完了する予定となってございます。 

   引き続き、設置事業に必要な予算などについては国・県に要望しながら取り組んで

まいりたいと考えてございます。 

   続きまして、「活力ある町政の実現」について申し上げます。 

   まず、道の駅国見あつかしの郷の状況についてでございますが、開業から５カ月目

の１０月３日には来場者１００万人を達成し、１１月末時点では約１２７万人となっ

ているところでございます。来場者の方は、町内はもとより福島県域を越えて仙台圏、

宮城仙南圏域、さらには全国からも数多く訪れておりまして、交通の要衝である国見

町が持つ地理的特性を遺憾なく発揮をいたしておるところでございます。 

   町といたしましては、さらなる交流拡大の絶好の機会と捉え、さまざまな国見町の

魅力を発信しますとともに、指定管理者であります国見まちづくり株式会社の安定経

営に向けた支援も進めてまいりたいと考えておるところでございます。 

   次に、第２２回義経まつりについて申し上げます。 

   ９月２３日「くにみの日」に開催いたしました義経まつりは、義経公役に若手俳優

の西銘駿さんを起用しますとともに、新たに道の駅国見あつかしの郷も会場に加え、

回遊性を高めたことや天候などにも恵まれたことから、県内外から数多くの皆様にご

来場いただき、盛大に開催することができたところでございます。 

   次に、くにみ産業祭について申し上げます。 

   １１月１１日、１２日に開催いたしました第４回くにみ産業祭では、町内の農商工

連携による展示販売や各種ステージイベントのほか、北海道ニセコ町、岐阜県池田町、

大分県国東市などの交流市町のさまざまな産品の販売なども行い、国見型の交流連携

が行われたところでございます。 

   次に、復興・きずなイルミネーションの点灯式について申し上げます。 

   １１月２３日に道の駅国見あつかしの郷で行われました点灯式では、ライブやペン

ライトアートを実施いたしたところでございます。また、午後５時から点灯されまし

たイルミネーションは、道の駅国見あつかしの郷を幻想的に飾り、来場者の心と心を

つなぐ明かりとなったところでございます。 

   次に、復興庁の支援事業でございます「若者と地域、つなぐ廻る事業」について申

し上げます。 

   この事業は、中学生から大学生を対象とし、「プロジェクト学習」「カスタムラボ」

「ホイスコーレ」の３つの事業を実施しておりますが、少しずつ参加者も増加しまし
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て、カスタムラボにおきましては、３月に第２回目のイベントとしまして「くにみ大

学」を開講すべく、参加者みずからが企画し、運営、広報などの準備を進めてござい

ます。 

   続きまして、「思いやりのある町政の実現」について申し上げます。 

   まず、子育て支援事業についてでございます。 

   子育て支援事業では、屋内遊び場「くにみももたん広場」と道の駅構内開設の子育

て支援センターこども木育広場「つながる～む」との連携により、県内外から多くの

親子が来場し、体力向上を図りますとともに、親子、保護者のコミュニケーションの

場として、子育て支援の充実した施設となっているところでございます。 

   最後に、「国見町の継続的な維持発展」について申し上げます。 

   まず、歴史を活かしたまちづくりについてでございます。 

   あつかし歴史館の来館者は、１１月末時点で４,０００人を超える来館者となって

ございます。 

   さらに、本年度３回目となります「大木戸歴史むらづくりの会」との共同企画は、

１１月２３日に、あつかし歴史祭として開催され、芋煮や、かまどでご飯などは地区

が運営し、町ではワークショップや大木戸まち巡りツアーを実施したところでござい

ます。 

   また、はじめての取り組みとなります「くにみ周遊ツアー」は、秋の国見ご案内ウ

イークとしまして、道の駅での国見の見どころを案内するイベントとして実施をいた

しました。 

   また、１２月３日には貝田圃場整備に伴う発掘を行ってございます長障子遺跡の現

地説明会を開催いたしたところでございます。 

   次に、東京くにみ会事業について申し上げます。 

   １１月１８日に開催いたしました「東京くにみ会」では、国見町にご縁のあります

約２００名の皆様をはじめ、国見町応援大使の沢木順さんや木住野佳子さんにもご参

加をいただき懇親を深め、また、農産物をはじめとする町の特産品の販売なども行い、

有意義な「人・モノ」の交流ができたものと考えております。 

   次に、域学連携事業、包括連携協定事業について申し上げます。 

   福島大学との集落活性化事業では、内谷地区において、地元産の渋柿を使った染料

としての「柿しぶ」づくりを実施しますとともに、今後、地区の伝統工芸でございま

す、しめ縄づくりに取り組むことといたしてございます。 

   また、桜の聖母短期大学とは、少年仲間づくり事業参加児童がワークショップを開

催し、その成果発表を行ったところでございます。 

   また、東邦銀行との連携事業では、県北中学校の野球部員を対象としまして、「と

うほう野球教室ｉｎくにみ」を開催したほか、福島信用金庫とは「女性活躍推進フォ

ーラム」を実施いたしたところでございます。 

   次に、納税意識の向上を図る事業について申し上げます。 

   １１月１１日から１７日までの１週間は、税を考える週間となってございまして、
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今年は「くらしを支える税」をテーマとしまして、納税意識の向上を図ることとして

いるものでございます。この間、町では２回の街頭啓発活動や小・中学生の「税に関

する作品コンクール」表彰式を実施をしたところでございます。 

   次に、インターネット公売について申し上げます。 

   町税などの滞納者から差し押さえた財産を換価するために、９月と１０月にインタ

ーネット公売を実施してございまして、今後とも、滞納町税などの回収に向け継続し

て取り組んでまいりたいと考えてございます。 

   次に、マイナンバー制度について申し上げます。 

   個人番号カードの交付状況は、１１月２１日現在の地方公共団体情報システム機構

から町に送付されたカードは１,０５１枚で、町から本人に交付されたカードは

９８１枚となっておるところでございます。 

   次に、町営住宅使用料の滞納に係る調停について申し上げます。 

   別途報告議案として提案させていただいておりますが、１件の滞納者について

１２月２１日、第１回の調停協議を行う予定となってございます。 

   次に、毎年開催してございます町民相談室主催の合同懇談会について申し上げます。 

   １１月２２日に道の駅国見あつかしの郷で実施をしまして、農業、商工業、福祉、

町内企業などの各界から多くの方々と意見交換を行ったところでございます。 

   次に、くにみ農業ビジネス訓練所整備事業について申し上げます。 

   町の基幹産業でございます農業の担い手育成と、野菜の多品目栽培による園芸作物

の振興を図り、稼げる農業のビジネスモデルを構築していくことを目的に取り組んで

おりますが、現在は、研修施設の建築工事、トマト養液栽培施設であります鉄骨ハウ

スの建設工事、農場の造成工事を進めてございます。 

   引き続き、新年度の運用開始に向け、鋭意に取り組んでまいりたいと考えてござい

ます。 

   次に、地域学校協働活動事業ついて申し上げます。 

   まず、教育委員会で進めております地域学校協働本部が、このほど文部科学大臣表

彰を受賞することが決定いたしたところでございます。これは、各学校に対する地域

ボランティアの皆様による学習や体験、安全確保の支援であります学校支援地域本部

事業、１０年ほど続いている放課後や土曜を利用しての子どもたちの学習・交流活動

の場をつくる子ども教室活動事業、そして今年度から着手をいたしました、さまざま

な学習室の開設による放課後などの学習支援事業、さらにコミュニティ・スクールの

推進も含め、積極的に各種の事業を展開したことによるものでございまして、今後と

も学校と地域が一体となった取り組みを推進してまいりたいと考えてございます。 

   次に、幼小中一貫教育推進事業について申し上げます。 

   この事業は、国見の教育ビジョンの理念のもと、１１月１日にくにみ幼稚園の５歳

児、国見小学校の児童、県北中学校の生徒６７４名が一堂に集まりまして、婦人会等

のご指導のもと全員で国見音頭を踊り交流を深めたところでございます。 

   また、１１月２５日にはコミュニティ・スクール推進事業「国見町教育フォーラム
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２０１７」を開催し、国見小の児童と桜の聖母短期大学の学生とのワークショップの

成果であります「道の駅をもっとすてきに」の発表を行ったところでございます。 

   それでは、本定例会にご提案申し上げた各議案などについて、これから概要を申し

上げます。 

   報告第９号「専決処分の報告について」につきましては、町営住宅の滞納家賃など

の支払いと明け渡しを求める調停の申し立てについて、規定に基づき報告をするもの

でございます。 

   承認第２号「専決処分の承認を求めることについて」は、衆議院の解散総選挙に伴

う所要の経費を平成２９年度国見町一般会計補正予算（第４号）として専決処分をし

たものでございます。 

   議案第４５号「国見町行政手続条例の一部を改正する条例」につきましては、行政

手続法の一部改正に伴いまして、行政指導の方式、行政指導の中止等の求めや処分等

の求めについて規定するものでございます。 

   議案第４６号「国見町情報公開条例の一部を改正する条例」につきましては、行政

機関の保有する個人情報の保護に関する法律の一部改正に伴いまして、個人情報の定

義について明確化を図るものでございます。 

   議案第４７号「国見町個人情報保護条例の一部を改正する条例」につきましても同

様に、法改正に伴い、個人情報の取り扱いなどについて規定するものでございます。 

   議案第４８号「職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例」につきまし

ては、地方公務員の育児休業等に関する法律の一部改正に伴い、所要の改正を行うも

のでございます。 

   議案第４９号「職員の給与に関する条例の一部を改正する条例」につきましては、

県人事委員会勧告に基づき、給料表と勤勉手当を改正するものでございます。 

   議案第５０号「国見町敬老祝金支給条例の一部を改正する条例」につきましては、

高齢化の進展に伴い、対象者数、支給額等が増加傾向にあり、近隣市町村と比較して

高い水準にあるため適正化を図りますとともに、あわせて高齢者の健康寿命の延伸の

ため、各種施策の充実強化を図るものでございます。 

   議案第５１号「平成２９年度国見町一般会計補正予算（第５号）」につきましては、

歳入歳出それぞれ２億３９４万４０００円を追加しまして、総額を６２億６４６２万

５０００円とするものでございます。 

   議案第５２号「平成２９年度国見町公共下水道事業特別会計補正予算（第２号）」

につきましては、歳入歳出それぞれ９８万９０００円を追加しまして、総額を２億

４３８６万６０００円とするものでございます。 

   以上、本定例会にご提案申し上げました各議案等につきまして、一括提案の理由の

趣旨を申し上げましたけれども、各議案の内容、計数等につきましては、審議に先立

ちまして関係課長からそれぞれ説明いたさせますので、慎重審議の上、速やかなるご

議決を賜りますようお願い申し上げまして、提案理由の説明とさせていただきたいと

思います。 
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   どうぞよろしくお願いを申し上げます。 

議長（東海林一樹君） 以上で、町長提案理由の説明は終わりました。 

◇          ◇          ◇ 

◇散会の宣告 

議長（東海林一樹君） 以上で、本日の日程は全部終了いたしました。 

   １０時５５分より委員会室において議案調査会を行い、その後、総務文教常任委員

会を委員会室で、産業建設常任委員会を中会議室で開催いたします。 

   あす６日は午前１０時より本会議を開きます。 

   これで本日の会議を閉じます。 

   ご苦労さまでございました。 

（午前１０時４１分） 



 
 
 

第  ２  日 
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◇開議の宣告 

議長（東海林一樹君） おはようございます。ただいまの出席議員は１０名であります。

定足数に達しておりますので、直ちに本日の会議を開きます。 

（午前１０時００分） 

◇          ◇          ◇ 

議長（東海林一樹君） 本日の議事日程は、あらかじめお手許に配付したとおりでありま

す。 

◇          ◇          ◇ 

◇一般質問 

議長（東海林一樹君） 日程第１、一般質問を行います。 

   通告順に発言を許します。質問及び答弁は、簡潔かつ要領よく発言願います。 

   なお、この際申し上げます。 

   各議員の発言は、答弁も含めて６０分までは認めることといたします。 

   最初に、５番佐藤定男君。 

（５番佐藤定男君 登壇） 

５番（佐藤定男君） 平成２９年第４回定例会にあたり、さきの通告に基づきまして、一

般質問を行います。 

   内容は、町の予算を町民にわかりやすく伝えるためにはどうしたらよいかでありま

す。 

   町政は、全て予算書に基づいて執行されております。しかし、この予算を町民は果

たしてどの程度理解しているのか、私は疑問に思っております。専門用語もあり、わ

かりにくいと感じているのではないかと思います。 

   予算を理解することは町政への関心が高まり、ひいては町の活性化にもつながると

考えております。町の予算を少しでも理解してもらうための方策について質問いたし

ます。 

   まず、予算の内容を町民に周知させるためには、「広報くにみ」があります。この

「広報くにみ」のほかには何かありますでしょうか、お聞きします。 

議長（東海林一樹君） 総務課長。 

総務課長（羽根田孝司君） ５番佐藤定男議員のご質問にお答えいたします。 

   予算の内容を町民にお知らせする方法といたしましては、町の広報紙のほかに町ホ

ームページを活用しているところであります。さらに、町長が年度当初の町内会長連

絡協議会等の各種会議において、予算内容についてはわかりやすく説明しているとこ

ろでございます。 

   以上、答弁といたします。 

議長（東海林一樹君） 佐藤定男君。 

５番（佐藤定男君） 議会といたしましても議会だよりを発行しておるわけでありますけ

れども、３月予算議会には議会だよりを４月末に発行しております。その概要をお知

らせはしておりますけれども、ページ数も限られ十分な内容とは言えないと思ってお
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ります。 

   また、議会報告懇談会でも町内各地区５カ所で概要をお知らせしておりますけれど

も、町民から財政健全化判断比率とはどういうものかとか、町の借金額は他の市町村

と比べてどうなのかといった質問がありますので、まだまだ理解は不十分なところが

あるのではないかと思います。 

   町といたしましては、この予算に対する町民の理解はどの程度なのか、十分理解し

ているとか、まだ少し不十分な点があるとか、その辺はどのようにお考えでしょうか。 

議長（東海林一樹君） 総務課長。 

総務課長（羽根田孝司君） お答えいたします。 

   町といたしましては、先ほど申したとおり、毎年、広報紙４ページを使いまして、

内容についてはわかりやすく丁寧に説明を記載しているところでありますし、ホーム

ページにおきましても予算のポイント、予算編成の基本的な考え方とか、主な事業、

新規事業、各課の個別施策関係、さらには一般会計、特別会計の概要を丁寧にわかり

やすく説明を含めながら記載しているところでありますので、町民の皆さんの理解を

いただいていると考えております。 

   以上、答弁といたします。 

議長（東海林一樹君） 佐藤定男君。 

５番（佐藤定男君） ホームページなどでもお知らせしているということですが、やはり

ホームページは、それを見ることができるのはある程度限られた人なのかなという気

もいたします。 

   それでは次の質問なのですけれども、北海道のニセコ町や飯舘村などでは、内容を

わかりやすく説明した予算書の冊子を作成しております。そして、各家庭に配布して

好評を得ております。 

   ニセコ町には、議員全員で平成２６年６月に行政調査で訪れたことがあります。そ

のとき、予算についてのお話がありましたが、ニセコ町では予算は本来、町民のもの

であると、わかりやすく説明する責任があるとの考え方から予算書の冊子を作成した

とお聞きしました。 

   その後、町長の執行部との懇談会などで、ニセコ町の予算書を例に作成対応依頼は、

口頭でしていましたけれども、実現にはまだ至っておりません。 

   ただ、予算審議の内部資料として個別の主要施策の概要を作成いただいております。

２９年度版では１３０件の事業を抽出して詳しく説明しております。これを見ると事

業内容、財源及び費用が具体的に一目でわかるようになっておりまして、私はこれは

大変な労作であると思っております。 

   また、飯舘村では「までいな“みんなの”予算書」として平成１１年度から発行し

ております。平成２９年度版では中学生にも配布して関心を高めております。予算書

を読んだ生徒が学校の整備やスクールバスの運行にこんなにお金がかかっていること

を知らなかったと話していた新聞記事がありました。 

   この予算書のページ数は５１ページなのですけれども、うち１６ページは予算額の
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資料として予算額の推移や借入金や財政力などが掲載されております。 

   この２つの事例を申し上げましたが、我が国見町もわかりやすい予算書を作成して

配布してはいかがかと考えますけれども、所見をお伺いいたします。 

議長（東海林一樹君） 町長。 

町長（太田久雄君） それでは、私からお答えを申し上げます。 

   予算書をわかりやすく作成、配布すべきとのことでございますけれども、町民の皆

様に町の予算の内容を知っていただくことはオール国見体制で町政の課題の周知ある

いは行政としての説明責任、先ほど議員もおっしゃいましたように、とにかく予算は

町民のためにあるんだということです。まさにおっしゃるとおりでございますので、

非常に重要なことだと思っております。 

   議員ご案内のように、議会提出の資料は地方自治法の体系に沿って作成されており

まして、どうしても専門用語がたくさん入っています。恐らく議員の皆様方も熟読さ

れているかと思いますけれども、実際、私もいろいろ読んでいますけれども、なかな

かやっぱり奥の深いものがあるんですね。私も行政経験が４０年ぐらいありますけれ

ども、なかなか底が深い、わかりづらい、専門用語がある等々、これはむしろ議員の

皆様方もそんな感じを抱いておるかなと思っております。 

   したがいまして、やはりこれではだめなのですね。これでは私は町民の皆さんが読

んでも恐らく積ん読（つんどく）になるのではないかなという感じがします。やはり

そういった観点から、これまでもご案内のように「広報くにみ」でなるべくわかりや

すくということで、これはことしの４月号です。４ページあり、絵などが入っていま

す。ということで、それなりにわかりやすくやっていますし、あと、ホームページに

もいろいろとアップをしているというのが状況でございます。 

   また、私も当初の町内会長連絡協議会や町内会の役員会などにおいて予算の概要を

パワーポイントでいろいろ説明しております。この２０ページほどの資料は、私なり

にわかりやすくと思って作った資料です。これをベースに、なるべく町民にわかりや

すくことし２０回ほど説明しています。５６億円の中身は何ぞやということをいろい

ろとこれまで説明をしております。 

   あとは阿津賀志学級の研修会とか、いろいろ要請されますので、先ほど申しました

２０回ほどは町内でそれなりに説明をして、なるべくわかりやすくしたいという思い

でやってきておるところでございます。 

   今後ともトータルとしましては、なるべく予算のわかりやすい資料を作って町民に

周知する、そして懇談会等々においても周知をするといったことを踏まえていろいろ

と対応していければと思っております。 

   お質しの件についてでございますが、今、いろいろと検討しておりますけれども、

広報紙を若干拡大する等々によって、私ちょっと作ってみたんですけれども、これは

２９年度になりますが、当初予算のポイントということでとにかくわかりやすく絵を

入れて、そして中刷りにして別冊にするということで、町民の皆様にまず来年度はお

配りしたいと。わかりやすく作って別冊にし、取り出せるようにする。中に入れ込み
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ますとできますので、そんなことをひとつ来年度４月号では考えたいと。 

   そして、５月には町民向けの予算の説明会をこういったものをベースにしてやりた

いということで、今、事務レベルと調整をいたしております。そして、そこで出たク

エスチョン・アンド・アンサーが重要なのですよ。何がわからないんだいというとこ

ろが重要なので、その辺については次年度にアップしていく等々、とにかく見る、聞

く、考えるという３つのサイクルでやっていくことによって、すぐにというわけには

いきませんけれども、少しずつ予算の中身がわかってくるのかなという思いもいたし

ております。当面は来年度、こんなことでとりあえず対応すると。 

   バシッとした冊子を作りますと予算的には非常に過大になってしまうこともござい

ますから、今後いろいろと予算も考えていきます。まさに予算の予算でありますけれ

ども、そんなことを今、むしろ３点セットでやっていこうかなと。単に冊子を配るだ

けではだめだと私は思っています。 

   聞く、いわゆる話をしてこちらからアプローチしていくということ、そして町民か

らのアプローチをまたアップをしていくという、その３面性でやっていくということ

のほうが、さらに効果があるかなと思っておりますので、来年度に向けて今、事務部

局と調整しております。そんなことでなるべくわかりやすい予算になるように鋭意対

応していきたいと考えております。 

   以上、答弁とさせていただいます。 

議長（東海林一樹君） 佐藤定男君。 

５番（佐藤定男君） ただいま町長からは、ご自身でも資料を作成されて、会議などで説

明いただいていると。そしてまた、次年度以降はその中身について別冊にして、わか

りやすく対応したいというお話をいただきました。それで少しずつ町政が理解できる

ようになれば、それで私は大変良いことだと思います。 

   今ちょっと予算の話も出たんですけれども、平成２９年度予算の広報広聴事業の概

要によりますと、広報くにみの印刷製本費が２６１万６０００円を計上されておりま

す。月１回の発行かと思いますけれども、それにしますと単純に１回の費用は２１万

８０００円となるわけですが、それでよろしいでしょうか。 

議長（東海林一樹君） 総務課長。 

総務課長（羽根田孝司君） 広報くにみの予算関係につきましては、ただいま議員がおっ

しゃるとおりとなるかと思います。 

   以上、答弁といたします。 

議長（東海林一樹君） 佐藤定男君。 

５番（佐藤定男君） そうしますと、新たに予算内容を作成して、またそれに新たな費用

がある程度かかるかもしれないのですけれども、金額的には捻出できない金額ではな

いと私は考えます。 

   それで、町長のお考えになっております理解するためのいろいろな方策も、私は十

分理解しますけれども、先ほども申し上げましたように個別の主要施策の概要の内容

は、私、本当にわかりやすくてすばらしいものだと思っております。だから、基礎デ
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ータはもう既にできておると思います。大変ご苦労なさって作成したと思うんですが、

私自身はこれを生かしてコンパクトにまとめれば、そんなに難しく考えることもなく

できるのではないかと思うんですけれども、個別の主要施策の概要を基礎にした予算

書の作成という考え方についてはいかがでしょうか。 

議長（東海林一樹君） 総務課長。 

総務課長（羽根田孝司君） お答えいたします。 

   個別の主要施策の概要でございますが、先ほど町長の答弁にもありましたとおり、

広報紙の中にそのダイジェスト版の形でわかりやすくそれを差し込んで、皆さんにお

配りするということで丁寧な説明になるかなとは思っております。 

   以上、答弁といたします。 

議長（東海林一樹君） 佐藤定男君。 

５番（佐藤定男君） 町として町の現在の考えがあって、ただ少しでもわかりやすくした

いという町の考えは十分理解できました。 

   以上で私の質問を終わります。 

議長（東海林一樹君） 次に、７番渡辺勝弘君。 

（７番渡辺勝弘君 登壇） 

７番（渡辺勝弘君） 平成２９年第４回定例会にあたり、さきに通告しておりました質問

をさせていただきます。 

   川内新割地区の湛水防除施設の現状と今後の対策についてであります。さきの議会

報告懇談会においても森江野地区、大枝地区からの町民の方々から質問、要望等が出

されておりました。 

   ことしは台風２１号により、川内新割地区において農地が冠水してしまいました。

地元の住民からは何とかしてほしいとの意見が出ておりました。そこで、質問であり

ます。 

   排水活動については、ポンプ設置当時、町内会、地元消防団、行政との協議を重ね、

現在も地元消防団が排水ポンプの稼働を行っておりますが、その後さまざまな状況の

変化を踏まえ、今も協議を重ねているのかお尋ねいたします。 

議長（東海林一樹君） 住民生活課長。 

住民生活課長（村上幸平君） ７番渡辺勝弘議員のご質問にお答えいたします。 

   新割排水ポンプ施設についてのお質しでございますが、平成１０年８月末の記録的

な大雨によりまして、町内各地で農地や宅地が広範囲で冠水し、大きな被害が発生し

ました。それで、川内新割地区におきましても冠水により被害を受けたことから、地

元からの要望もございまして、平成１１年に内水を滝川へ強制排除するため排水ポン

プを設置したものであります。 

   その排水活動につきましては、設置当時、町内会、地元消防団、町との話し合いの

結果、地元消防団で実施することとなり、現在に至っているところでございます。 

   協議を重ねているかとのお質しでございますが、現在、排水活動の主体となってお

ります消防団と協議を行っているところであります。 
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   以上、答弁といたします。 

議長（東海林一樹君） ７番渡辺勝弘君。 

７番（渡辺勝弘君） ただいまの課長の答弁でありますと、排水の活動をしているのは消

防団であるということで、地元の消防団との協議は結構行っているようでありますけ

れども、先ほども申し上げましたように、地元の住民との協議は行われていないのか、

その点について再度お尋ねいたします。 

議長（東海林一樹君） 住民生活課長。 

住民生活課長（村上幸平君） お答えいたします。 

   ポンプ設置以降、排水活動を行っております消防団との協議のみでございまして、

地元の方との協議は行っていないところであります。 

   以上、答弁といたします。 

議長（東海林一樹君） ７番渡辺勝弘君。 

７番（渡辺勝弘君） 確かに操作を行う上では消防団の協力が不可欠であることは十分理

解できます。現場の状況を理解しているのは地元の住民であることは間違いないと考

えます。となれば、設立当時におけるように協議が必要ではないかと思いますが、そ

の点についてお尋ねいたします。 

議長（東海林一樹君） 住民生活課長。 

住民生活課長（村上幸平君） お答えいたします。 

   消防団を取り巻く状況、さらに地球温暖化の影響と思われます大雨発生数の増加な

どの気象変動など、ポンプ設置当時と現在では変化しているところであります。その

ようなことから、地元の方とも早期の内水排除のため、排水活動に係る協議の場を設

けることも必要であると考えているところでございます。 

   以上、答弁といたします。 

議長（東海林一樹君） ７番渡辺勝弘君。 

７番（渡辺勝弘君） 今すぐ協議を開くべきだとは言いませんし、また、被害が必ず起き

るとは限りません。しかし、今後も起きる可能性があるとなれば、台風の季節、この

冠水が起きそうな時期の前に協議を開くべきと考えますが、その点について今後はこ

ういう考えがあるのか、再度お尋ねします。 

議長（東海林一樹君） 住民生活課長。 

住民生活課長（村上幸平君） お答えいたします。 

   協議の場を設けるとなりますと、排水ポンプが稼働する前、当然ながら６月の出水

期の前が適切な時期と考えているところでございます。 

   以上、答弁といたします。 

議長（東海林一樹君） ７番渡辺勝弘君。 

７番（渡辺勝弘君） では、次の質問に移ります。 

   施設整備といたしまして、平成２６年度より川内町内会から湛水防除施設の排水場

施設について要望があり、県との協議を進めていたと聞いておりますが、その後の状

況についてお尋ねいたします。 
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議長（東海林一樹君） 住民生活課長。 

住民生活課長（村上幸平君） お答えいたします。 

   新割排水ポンプの排水活動時の負担軽減を図るため、排水管常設の要望が出されて

ございまして、そのために内水の排除先の一級河川滝川の管理者であります福島県

と協議を行っているところであります。排水管の常設は、河川敷への工作物設置と

なりますので、河川管理者であります福島県の許可が必要となるところでございま

す。 

   その許可条件といたしましては、工作物設置による堤防の維持管理に支障を来さな

いよう、また、堤体に悪影響を及ぼさないなど、河川法に基づき許可要件を満たすこ

とが求められるところであります。一例といたしましては、排水管設置箇所に堤防の

法面ブロック設置を求められるなど、大規模な工事が必要になると思われるところで

あります。 

   そのようなことから、排水管の設置につきましては、それ相当の期間と事業費を要

することから、引き続き福島県と協議してまいりたいと考えているところでございま

す。 

   以上、答弁といたします。 

議長（東海林一樹君） 渡辺勝弘君。 

７番（渡辺勝弘君） 確かに莫大な予算と経費がかかり、なおかつ工期もかかるというこ

とは理解できます。しかし、町民の中には、伊達市梁川町には常設排水管がもう既に

設置されていることから、国見町の常設も可能ではないかと聞かれております。その

点についてお尋ねいたします。 

議長（東海林一樹君） 住民生活課長。 

住民生活課長（村上幸平君） お答えいたします。 

   お質しのとおり、国土交通省管理の阿武隈川にかかる梁川大橋のたもとの農地と宅

地が混在する場所に、排水ポンプと常設の排水管が設置されているところでございま

す。 

   当該施設は平成２２年に阿武隈川の管理者であります国土交通省の設置許可を受

け、伊達市が設置したものでございます。その構造につきましては、当然のことなが

ら河川法に合致したものとなっておりますので、この施設を参考としながら滝川の管

理者であります福島県と引き続き協議してまいりたいと考えているところでございま

す。 

   以上、答弁といたします。 

議長（東海林一樹君） 渡辺勝弘君。 

７番（渡辺勝弘君） 河川管理者が違うということでありますけれども、調査をしていた

だき、常設に向けて要望を続けていただきたいと思っております。その上で町内会、

今回も出ております森江野地区、大枝地区の方々にも、こういう状況の中で進んでい

るんですよと、町ではこういうふうに対応していますと逐一お知らせしていただけれ

ばよいのではないかと考えております。 
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   では、最後の質問になります。 

   先ほどから出ていますように、地元から、消防団員のなり手不足や高齢化などで消

防団での対応が困難であるという意見が出ております。台風や大雨の際、被害を最小

限に抑えるため、日々努力しているのは消防団員でありますけれども、消防団員のな

り手不足は地元だけの問題ではなく、全国的な問題となっております。 

   その団員も、地元であっても会社勤めであり、全て消防団員だけでの操作は困難に

なってきていると思っております。町民の人命、財産を守ることを考えている消防団

員にとっては、つらい思いをしております。住民の安心・安全を守ることをおろそか

にしているわけではないのです。全て団員も家庭があり家族があるのです。 

   その点を十分に考えていただいた上で、町では今後どのような対策を考えているの

か、お伺いいたします。 

議長（東海林一樹君） 町長。 

町長（太田久雄君） それでは、私からお答えを申し上げます。 

   台風などによる自然災害から、農作物被害、特に森江野とか川内地区等々、少しで

も減らすということは町民の安全・安心を守る観点も含めて非常に重要な課題かなと

認識をいたしております。 

   お質しのポンプによる排水活動の地元消防団での対応について、事前にいろいろ調

整されて決定がされておるわけでございます。 

   これは予防消防とか、あるいは災害などから町民の生命と財産を守る、安全・安心

なまちづくりの役割を担うというのが、先ほど議員お質しのように消防団の役割とい

うことで、一元的に対応されるようになったと聞いておるところでございます。 

   ただその一方で、これも議員お質しのように、消防団員の数が仕事の都合等とか、

あるいは日常的になかなか地元で活動できるような消防団員が少なくなってきている、

あるいは全体的に減少している等々があるということも、まさに事実であると思って

おります。 

   したがいまして、排水ポンプ施設を最大限に活用するためにも、滝川増水時の初動

体制の見直しとか、あるいは排水ポンプ開閉器移設による操作性の向上などを含めた

排水活動の手法などを消防団の役割のあり方などを含めて、消防団の皆様方と、さら

に排水活動の共有をどういった形でやっていくのが望ましいか等々について、単なる

地元のみではなくて消防団全体として共有していくということも、ある意味で必要な

のかなと考えております。 

   たとえば、大災害などがあった場合はなかなか地元のみでは対応し切れません。あ

るいは阿武隈川の問題になりますと今度は国土交通省になっていきますので、単に一

元的に地元のみでということではなくなってくるのかなという感じもしております。

とにかく国見町消防団全体として一義的には考えていくことがある意味では必要なの

かなと思っております。 

   また、この川内のエリアの常設の排水管の問題ですね。これは議員お質しのように

阿武隈川のほうはやっていて、国はオーケーだけれども県はどうだという問題があり
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ますけれども、これは実はいろいろ協議をしておりますが、なかなか河川法はそれぞ

れのエリアエリアで解釈といいますか、方向づけが違う部分なんかもございますので、

これはまず粘り強くやっていくと。 

   特に今、滑川と滝川の改修計画なんかもありますので、それとドッキングしながら

どうするんだという議論のほうが、恐らく県にはアプローチしやすいのかなという感

じもしておりますので、そんなことも含めていろいろと検討していきたいと思ってお

ります。 

   ここからお質しの最終的な答弁でありますけれども、いずれにいたしましても川内

の排水ポンプの対応は地元消防団のみではなくて消防団や町内会など全体の問題とし

て、そして町として現在の災害時の防災協定を結んでおります土木建設業協会なんか

もございますので、そういったところとの連携も視野に入れて、これは全体的に対応

していくという形が望ましいかなと思っております。 

   したがいまして、いわゆる５月、６月になりますと増水もありますので、その前に

関係機関と協議を進めて、今後、町全体の問題として鋭意その解決策、糸口は人の問

題と金の問題が絡んできますので、一概にすぐにぱっと結論は出ないかもしれません。

やはりそういったお互いに町全体で考えるんだと、災害というのは安全・安心という

のはとにかく町全体の問題だということをベースに置いて、６月前には関係機関と十

分協議をして方向づけを見出していきたいと考えておりますので、よろしくお願い申

し上げたいと思います。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） 渡辺勝弘君。 

７番（渡辺勝弘君） 町長からの答弁の中にありましたように、地区だけの問題として考

えるのではなく、町全体の問題として考えますよと。そのためには皆さんの協力を得

てやるんですよというお話をいただきました。 

   そして最後になりますけれども、各町内の方々にも安心できる一案ではなかったか

なと思っております。 

   今回は農地冠水ではありますが、自然災害はいつ起きるかは予想はできません。ま

た、住宅もあり、その奥には県北浄化センターもあります。そこまでの被害を想定す

る必要はないとは考えますが、想定外のことが起きるのが自然災害だと思っておりま

す。そのためにも、町民の安心・安全を第一に考え、さらなる行動をお願いを申し上

げ、私からの質問を終わります。 

議長（東海林一樹君） 次に、１１番浅野富男君。 

（１１番浅野富男君 登壇） 

１１番（浅野富男君） １２月定例会にあたりまして一般質問を行います。 

   まず、各種団体への補助金についてであります。 

   町内には自主的に活動をしている各種の団体があります。スポーツ、文化あるいは

地域的な活動、そして趣味のサークルなど、さまざまな団体が広範囲の分野で活動し、

町のにぎわいに大きく貢献しているものと思います。 
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   こうした団体の活動に対しては、それぞれの規定の中で補助金あるいは支援金など

として町の財源が届いているものと思っております。まちづくり、地域づくりには、

こうした活動は欠かせないものであり、これからも大いに続けてもらう必要があるも

のであります。 

   まもなく次年度の予算について調整がなされるものと思いますけれども、このよう

な活動に対して何点かお尋ねをしてまいります。 

   まず１点目でありますけれども、各種団体の活動に対する評価の視点は、どのよう

なものなのでしょうか。お尋ねいたします。 

議長（東海林一樹君） 総務課長。 

総務課長（羽根田孝司君） １１番浅野富男議員のご質問にお答えいたします。 

   国見町にはさまざまな任意団体がありますが、まずは各種団体がそれぞれの地域で

さまざまな活動に取り組まれておりますことに対しまして、敬意を表するものであり

ます。 

   各種団体につきましては、活動量、活動人員、地域性などで設立にさまざまな背景

があることから、町として何らかの評価をすることはできませんが、提出していただ

く補助金の交付申請書あるいは実績報告書等により活動内容を確認しているところで

あります。 

   以上、答弁といたします。 

議長（東海林一樹君） 浅野富男君。 

１１番（浅野富男君） 財政的支援の話まで行きましたけれども、そうしますと、町とし

ての各種団体に対するいわゆるまちづくりという観点からは、どのような考え方にな

るのでしょうか。その辺がメーンにお尋ねしたかった内容なのでありますけれども、

お伺いいたします。 

議長（東海林一樹君） 総務課長。 

総務課長（羽根田孝司君） お答えいたします。 

   各種団体のまちづくりに対する貢献は、それぞれに評価できるものがあると考えて

おります。 

   以上、答弁といたします。 

議長（東海林一樹君） 浅野富男君。 

１１番（浅野富男君） それぞれの内容で評価するということでありますけれども、いま

いちきちんとした視点がないのかなというところが私の受け止め方であります。そう

しますと２番目の財政的支援、いわゆる補助金はどのような考え方で支出するのかと

いうことでも関連がありますので、この辺との絡みで財政的支援、補助金の考え方に

ついてお伺いします。 

議長（東海林一樹君） 総務課長。 

総務課長（羽根田孝司君） お答えいたします。 

   補助金にもさまざまな種類がありますが、大きく２つに分類できると考えておりま

す。まず、建物の建設時に一部補助するハード的なもの、あとは各種団体の運営経費
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等の一部を補助するソフト的なものであります。 

   ソフト事業に対する補助金の基本的な考え方でありますが、新たに設立された団体

が継続かつ安定的に活動できるよう設立初期段階で補助金を交付するもので、補助金

の趣旨といたしましては設立当初の運営支援的な意味合いが強いものであります。 

   以上、答弁といたします。 

議長（東海林一樹君） 浅野富男君。 

１１番（浅野富男君） 特にこの補助金の考え方で、ハード面についてはそれなりの金額

がはじき出されるものと思いますけれども、総務課長のお答えになりましたソフト面

での補助金の考え方がより活動される方々にとっては重要なところではないかと思っ

ております。 

   継続的、安定的なところが一番の評価のかなめだということでありますけれども、

このようなことを評価をする場合、ここでそれが補助金の金額の多い少ない、そんな

形の評価にもつながるのでしょうか。お伺いします。 

議長（東海林一樹君） 総務課長。 

総務課長（羽根田孝司君） お答えいたします。 

   継続的かつ安定的な活動ができるようにということでありますが、各種団体に対す

る補助金の額につきましては、その団体の規模、あとは活動状況、あるいはその時点

での町の財政状況等を含めまして、その都度、総合的に判断の上、算出しているとこ

ろであります。 

   以上、答弁といたします。 

議長（東海林一樹君） 浅野富男君。 

１１番（浅野富男君） 確かに規模、状況、それから町の財政は考慮する必要があるんだ

ろうと思っております。 

   ３番目に補助金の額の算出基準はということで質問してありますけれども、ただい

まの答弁で良いかなと思います。 

   それで、この規模、状況、それから町の財政、この町の財政がやはり一番左右され

るところなのではないかと思います。町の財政についてはある程度覚悟するんだろう

と思うんですけれども、この場合にいわゆる何％というのか、どういった基準で各種

団体に対する活動の補助金を算出して予算を作るのでしょうか。 

議長（東海林一樹君） 総務課長。 

総務課長（羽根田孝司君） お答えいたします。 

   各種団体の補助金の算出につきましては、この各種団体が行っております活動内容、

さらには各種団体のビジョン等をもって補助金につきましては最終的に今年度であれ

ば実績報告が出ます。その実績報告の中身を精査しながら次年度に向けての確認とい

うことになりますので、補助金の額に対しては町の年度年度で財政的な部分も少し変

わってきますので、その部分については今言ったように各団体の実績を考慮しながら

算出しているということになります。 

   以上、答弁といたします。 
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議長（東海林一樹君） 浅野富男君。 

１１番（浅野富男君） そうしますと、町の財源として確保する場合には、先ほどもお尋

ねしましたが、全体の中でどんな形の位置づけだからこのぐらいの額をことしは予算

に計上したら良いだろうということで組むんだろうと思うのですけれども、その辺の

基準といいますか、考え方をお尋ねします。 

議長（東海林一樹君） 総務課長。 

総務課長（羽根田孝司君） 町の財政状況によって全体的なものというお質しなのですが、

各種団体のその年度年度によって申請書が出るわけなのですが、その年間の計画、さ

らにはその前年度の実績関係を含めまして前年度の何％とか、そういうわけではなく

て、計画、実績を含めながらの判断になります。 

   以上、答弁といたします。 

議長（東海林一樹君） 浅野富男君。 

１１番（浅野富男君） そうしますと、申請書によってどのぐらいと判断をするというお

答えかと思います。それが要望として全部通るのかということになりますと、それは

通らないと今までの中で感じているところであります。こうした申請書にはそれなり

の額を判断するような内容が出てくるものと思いますけれども、できるだけそうした

活動に沿う必要があるのではないかと思っております。 

   ぜひ来年の予算の編成については、その辺を十分に考慮した額を確保していただき

たいと思うところであります。 

   この各種団体についてはいろいろなやり方あるいは活動の量、そして活動の仕方、

量というか質といいますか、そういった形である程度の差が出てくるのではないかと

思うのですが、そうした中でいわゆる活発な活動といいますか、町政との関係で大き

な部分を占めるような内容の活動をしているところについては、特に重視した予算の

編成あるいは支援、補助金の額というか、そういうものを決める必要があるのではな

いかと考えているところですけれども、その辺はいかがでしょうか。 

議長（東海林一樹君） 総務課長。 

総務課長（羽根田孝司君） お答えいたします。 

   団体の活動量を増やす際に、やはり資金がネックになるかと思われます。その団体

の活動が地域の活性化に大きく寄与するなど、一定程度の広がりを持つことが十分に

見込まれる場合などにおいては、補助金の増額は行うことは可能でありますが、まず

はそれぞれの団体でどのようなビジョンを持って活動していくかを明確にすることと、

積極的に活動の実績を作ることが必要であると考えております。 

   以上、答弁といたします。 

議長（東海林一樹君） 浅野富男君。 

１１番（浅野富男君） そうすると、確認になりますけれども、一定程度の町としての評

価がこれは重要だということになれば、それは増額もあり得るという答弁と理解しま

したが、それでよろしいですか。 

議長（東海林一樹君） 総務課長。 
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総務課長（羽根田孝司君） 議員のおっしゃるとおりでございます。 

   以上、答弁といたします。 

議長（東海林一樹君） 浅野富男君。 

１１番（浅野富男君） ５番目の質問にまいりますけれども、小学校がなくなりまして

６年ぐらいになりますでしょうか、小学校がなくなったところでは地域のよりどころ

がなくなった状態にあります。 

   特に、この本町の周辺部については、一つ一つの事業などについては、そういう小

学校のなくなった地域の事業について重要視した支援が必要ではないかと考えている

ところでありますけれども、町の財政的支援の考え方はどのようなものになるでしょ

うか。 

議長（東海林一樹君） 町長。 

町長（太田久雄君） では、私からご答弁申し上げさせていただきます。 

   旧小学校地域の本町周辺部に対する各種事業への財政的支援についてでございます

けれども、議員ご承知のように、町におきましては、廃校になりました旧小学校跡地

の利活用を推進するということで、地元等々と十分協議をしながら、旧森江野小学校

では子育て分野、旧小坂小学校では福祉分野、旧大木戸小学校では歴史分野の機能を

持たせた施設としましてリニューアルを進めまして、各地区の活性化、これに努めて

おるということ、これも十分議員もご承知かなと思っております。 

   また、このような中にありまして、実は各地区でいろいろな動きがあります。まさ

に町のみではなくて周辺部でいろいろな動きがございまして、森江野地区では蓮池育

成会に毎回積極的に対応していただいております。それから、小坂地区では小坂まち

づくりの会とか、あるいは太々神楽保存会とか、こういった活動が積極的になされて

おると。さらには、大木戸地区では新たに大木戸歴史むらづくりの会が設立されまし

て、さまざまなコミュニティー活動を通しまして地域の活性化が図られておるのが現

状でございます。 

   このため、これらのコミュニティー活動のさらなる活性化を図るという観点で、主

にまちづくり推進協議会の中に地域コミュニティー育成事業枠がございまして、その

枠の中でいろいろと財政的支援をしてきておる経過が実はございます。 

   町といたしましては、これらの地区の方々の自主的な取り組み活動を温かく基本的

に見守りますとともに、町内ほかの地区にもいろいろなエリアに波及するように、ま

ずはなるべく町としてもそういったものを盛り上げるように、人的な支援や共催、後

援の活動などでこれまで各地区との、あるいは事業そのものとの連携をしております。 

   この前の大木戸歴史むらづくりの会についても、町も連携して行ったということも

ございますし、そういったことでさまざまな対応を行ってきておるのが現状でござい

ます。 

   お質しの各事業への財政的支援について本題に入りますけれども、やはりこれは総

務課長がいろいろお話ししておりましたけれども、まずはその事業そのものがどんな

ものなんだということ、どういった活動が現実的にあるんだということ。まず申請主
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義になります。当然これは申請してもらわないと町としても中身がわかりません。そ

の申請の内容がどんな内容なのかということがまず必要かなと思っております。 

   それと、やはり実績です。例えばエリアで申し上げますと、地域のみでの実績なの

か、町全体に広がりがあるのか、あるいは伊達市、桑折町、あるいは全国にも発信さ

れておるのかなど、そういった活動のより具体的な実績なども、財政支援にあたって

は一つの視点になってくるのかなと考えております。 

   特に、先ほど申し上げましたように、まちづくり推進協議会の中に地域コミュニテ

ィー育成事業枠という枠がございます。そこで小坂まちづくりの会、さらに大木戸歴

史むらづくりの会には、ここから支援をさせていただいております。 

   したがいまして、今後もいろいろとコミュニティー活動が行われる事業の場合には、

私はこの枠の中でしっかりと支援をしていくようなシステムづくりをやっていきたい

なと。まさにまちづくり協議会です。その枠に町から約１０００万円ほど補助を出し

ておりますので、その枠の中でいろいろとご検討いただく。義経まつりも入っており

ますけれども、そういったシステムづくりをしっかりとやっていく中で、コミュニテ

ィーの育成強化を図っていくことが必要なのかなと考えております。 

   ただ、支援するにあたっては先ほど申しましたように、やはりそれなりの内容があ

りますよと、それから実績もありますよと、広がりもありますよというような、さ

まざまな内容を十分参酌しながら、そういったことを踏まえながら、一応、補助と

いうことを念頭においてしっかりと対応していくということだろうと思っておりま

す。 

   近々ですぐでき得るのは、その地域コミュニティー育成事業枠という枠がございま

すので、そういった枠の中で鋭意対応していくということと思っておりますので、そ

ういったところで申請があればいろいろと検討させていただいて対応していきたいと

考えております。 

   増額についても同じようなことで、例えば今２０万円ですけれども、ぜひ２５万円

にしてほしいとか、事業実績を踏まえてあった場合には、そこはそういった中で検討

していただいて、そしてオーケーが出れば支援をしていく形になっていくのかなと思

っております。そういったまちづくり推進協議会の事業などを一つのツールにしなが

ら、今後しっかりと周りのコミュニティー事業を育成をしてまいりたいと考えており

ます。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） 浅野富男君。 

１１番（浅野富男君） 支援をお願いする場合に内容、実績などを報告するのは当然かな

と思っております。これに基づいて、それぞれの団体あるいは地域づくりの活動に対

しては、特にこの５番目で指摘しておりますこの周辺部、小学校がなくなって、藤田

の地域ではいろんなことをやられるんですけれども、さっき出てきました森江野、小

坂、大木戸などではなかなかそういった事業といいますか、そういうのを作るという

のはなかなか大変な労力を要するのではないかと思っております。 
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   それぞれの地域でもそれなりのエネルギーを使ってイベントなり何なりをやってい

ると思っております。ぜひその辺については町政の執行のかなめとして十分に押さえ

ていっていただきたいと思っております。 

   この件については以上で終わります。 

   それでは、次の紙おむつ支給事業について質問してまいります。 

   本事業は支給事業、町民には評価されていると思っております。しかし、その支給

が現物支給ということもありまして、これがなかなか使いにくいといった意見もあり

ます。こうしたことについて改善が必要なのではないかと考えられておりますので、

ぜひこの辺の考え方についてお尋ねします。 

議長（東海林一樹君） 保健福祉課長。 

保健福祉課長（武田正裕君） お答えいたします。 

   紙おむつ支給事業につきましては、国見町家族介護用品支給要綱に基づきまして、

要介護４以上の認定を受けている方の介護者の負担軽減のため、平成７年度から実施

しているところでございます。 

   紙おむつのタイプや大きさ、尿取りパッドとの組み合わせによりまして、

５,０００円相当を６種類のセットにして、要介護者の状態に応じて選択をしていた

だき、毎月１セットをご自宅にお届けしているところでございます。 

   使い勝手が悪いとのご意見もあるということでございますが、その点については今

後十分検討してまいりたいと考えているところでございます。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） 浅野富男君。 

１１番（浅野富男君） その実態についてお尋ねします。まず、支給件数及び毎月配送さ

れている費用はどのような数値になっておりますでしょうか。 

議長（東海林一樹君） 保健福祉課長。 

保健福祉課長（武田正裕君） お答えいたします。 

   紙おむつ支給事業の支給件数につきましては、昨年度の実績で年間の平均利用者数

は５４人です。事業費につきましては介護保険特別会計の地域支援事業費からの支出

でございまして、決算額は３５０万円ほどとなっているところでございます。 

   今年度につきましては、これまで月平均で５５名の利用となってございまして、昨

年度からほぼ横ばいの状況でございます。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） 浅野富男君。 

１１番（浅野富男君） 先般、この介護者に対するアンケートを行った経過があるわけで

ありますけれども、このアンケートの目的あるいはその内容についてはどのような結

果になったのでしょうか。 

議長（東海林一樹君） 保健福祉課長。 

保健福祉課長（武田正裕君） お答えいたします。 

   議員お質しのアンケート調査につきましては、来年度から計画期間としております
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第８次高齢者福祉計画及び第７期介護保険事業計画を策定するにあたりまして、こと

し２月に町内の高齢者等を対象に実施したところでございます。アンケート調査につ

きましては一般の高齢者を対象にしたものと、介護を要する高齢者やその家族を対象

にした２種類のアンケートを実施したところでございます。 

   紙おむつ支給事業に関するアンケートにつきましては、一般の高齢者を対象にした

アンケートの設問の中に、介護保険以外の高齢者福祉サービスのうち、あなたが今後

利用したいサービスはどれか尋ねておりまして、結果としましては紙おむつの支給に

ついては１１．６％の方が利用したいとの希望があったところでございます。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） 浅野富男君。 

１１番（浅野富男君） その中で、アンケートにはなかったということが今の答弁の中で

ありましたけれども、この紙おむつの支給内容についての意見といいますか、そうい

ったことについてはアンケートの中には出てこなかったということでしょうか。 

議長（東海林一樹君） 保健福祉課長。 

保健福祉課長（武田正裕君） お答えいたします。 

   アンケートの中での直接の設問にはございませんでしたが、当然、アンケートには

自由記載欄がございまして、その中で一部の方からご意見があったところでございま

す。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） 浅野富男君。 

１１番（浅野富男君） これまでの統計などから先ほど５４人、それから３５０万円の決

算ということがありましたけれども、これらの金額の範囲の中で上限などを設けるな

どいたしまして、利用者がパッドの選択ができるような制度にすることはできないの

でしょうか。 

議長（東海林一樹君） 保健福祉課長。 

保健福祉課長（武田正裕君） お答えいたします。 

   この紙おむつの支給事業ですが、平成２６年度に利用者の皆さんの声を受けまして、

尿取りパッドのタイプを吸収量が３００ミリリットルから５００ミリリットルのもの

に変更をしたところでございます。その直後に行ったアンケート調査によりますと、

５００ミリリットルタイプに変更してよかったと答えた利用者が６割を超えたところ

でございます。 

   また、このアンケート調査の中では、その支給方法につきまして、お店で自由に選

ぶことができる給付券の方式についても質問をしたところでありますが、従来どおり

現物支給で良いと答えられた方が約７割でした。その理由といたしまして、家まで届

けてもらえるから便利と答えた方が８割弱となっているところでございます。 

   この結果から、利用者の皆様にはおおむね満足いただいていると考えているところ

でありますが、議員お質しのように尿取りパッドの使い勝手が悪いと感じている方も

いらっしゃるようですので、今後ともアンケート調査などを行って、よりよい制度に
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なるよう検討してまいりたいと考えているところでございます。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） 浅野富男君。 

１１番（浅野富男君） 利用者の中には、使いにくいということでうちに残っているとい

う方々もいらっしゃると聞いております。その辺のことへの対応も必要かと思います

ので、今、課長の答弁にありましたように、何らかの方策をこれから検討する必要が

あるのではないかということを申し上げて、質問を終わります。 

◇          ◇          ◇ 

◇休議の宣告 

議長（東海林一樹君） １１時１５分まで休議いたします。 

（午前１１時０５分） 

◇          ◇          ◇ 

◇再開の宣告 

議長（東海林一樹君） 再開いたします。 

（午前１１時１５分） 

◇          ◇          ◇ 

議長（東海林一樹君） 一般質問を続けます。 

   次に、１番松浦和子君。 

（１番松浦和子君 登壇） 

１番（松浦和子君） 平成２９年第４回定例会において、さきに通告いたしました内容に

ついて質問いたします。 

   国見町には東北自動車道国見インターチェンジがあり、また、未曾有の東日本大震

災から復興のシンボルとして役場庁舎が平成２７年３月に竣工、５月より業務がスタ

ートいたしました。また、まちづくりの拠点となる道の駅国見あつかしの郷が本年

５月３日にグランドオープンいたしました。 

   医療機関としては公立藤田総合病院の存在があり、住環境が整備されてまいりまし

た。加えて、国道４号の拡幅工事も始まり、今までにも増して交通の利便性が高まり、

交流の機会が多くなります。教育においても、幼小中一貫教育が町外の教育関係者か

ら注目されております。 

   以上のように、生活環境、教育環境ともに充実し、住みやすいまちづくりに向けて

建設されつつある現状においても、当町の人口減少に残念ながら歯止めがかからない

状況にあります。 

   以上のことから、町としての企業誘致への対策と取り組みについてお伺いいたしま

す。 

議長（東海林一樹君） 企画情報課長。 

企画情報課長（佐藤克成君） １番松浦和子議員の質問にお答えをいたします。 

   町の企業誘致に対する取り組みに関するお質しでございますが、まず、企業誘致に

あたりましては、比較的大きな土地を必要とします工場等につきましては、現在、町
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で所有している土地はございませんで、それと既存の工業団地も既に活用されており

まして、加えて市街化区域内にまとまった用地を確保できる状況にもないということ

から、積極的に企業誘致をするような状況にはないと考えているところでございます。 

   そしてまた、小規模な用地で済みます事業所などにおいても、具体的に町の所有地

はございませんので、民間の土地所有者との交渉ごとになりますので、それぞれ地権

者のご意向などもあることから、町が直ちに企業誘致に動き出せるような状況にはな

いものと考えているところでございます。 

   しかし一方では、年に数件程度、町内での事業所等用地の確保の可能性についての

照会などもございますので、それらにつきましては都市計画法等の法的規制の課題も

含めながら個別具体的に対応しているのが現状でございます。 

   また、企業誘致に関してましては、国・県の助成制度などもございますので、それ

ぞれさまざまな情報提供をいただいておりますとともに、町内立地企業の皆様との懇

談会なども年数回開催してございます。それらの意見・要望なども踏まえながら対応

しているのが現状でございます。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） 松浦和子君。 

１番（松浦和子君） 誘致に関しましては、いろいろな諸問題があるということですけれ

ども、今の答弁を聞いておりまして、何かやる気があるのかな、ないのかなという思

いをいたしました。 

   次の質問に移ります。 

   大きな視点から国の経済に目を向けますと、景気が拡大基調で２度目のバブル時代

到来との感があります。このチャンスを逃さずに、ぜひ積極的に企業誘致に力を入れ、

人口の増加につなげていくべきと思いますが、先ほどとダブるかもしれませんけれど

も、考えをお伺いいたします。 

議長（東海林一樹君） 企画情報課長。 

企画情報課長（佐藤克成君） お答えをいたします。 

   まず、景気の関係でございますが、議員ご指摘のとおり政府の月例経済報告などを

見ますと、いざなぎ景気を超えまして戦後２番目の長さの景気の拡大基調となってい

るとの報道がなされているところでございます。 

   しかし一方では、賃上げが低水準にとどまっていたり、物価が上がらず企業の内部

留保が過去最高となるなど、企業の景気の見通しや設備投資に関する考え方は依然慎

重なままであると理解をしてございます。 

   そのような企業の考え方や企業誘致にあたっての先ほど申し上げました町の土地利

用の実態、厳しい財政事情などから考えますと、一朝一夕に企業誘致が進むものとは

考えにくい面もございます。 

   議員ご指摘のとおり、企業誘致につきましては人口増につながるものでもございま

して、雇用の確保と生活を守る観点から必要な事業でもございます。引き続き国・県

の動向、町内立地企業などとの意見交換なども踏まえまして、それらの状況を見きわ
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めながら慎重に対応を検討してまいりたいと考えているところでございます。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） 松浦和子君。 

１番（松浦和子君） 今、いろいろと景気が上向きという私の話に対して、それでも一方

で問題があるという答弁でした。しかし一方、個人住宅の新築の増加があると思いま

す。昨年１年間の新規住宅着工件数は９６万７０００戸で、３年ぶりの高水準であっ

たことが公表されております。背景には低金利の持続や金融機関の積極的な住宅ロー

ンやアパートローンの貸し出し攻勢や、消費税増税前の駆け込み需要とも言われてお

りますが、それでも着実に増加しております。 

   近年の考えとして、生まれ育ったところに戻り住みたいという考えから、生活しや

すい土地や子育てに適した環境で決める若い世代が増えているということも聞いてお

ります。その反面、全国的に空き家の増加は顕著であり、地区環境の悪化につながり、

その地域の物件価値を低下させ、やがて負の財産となることも懸念されております。 

   そんな折、桑折町に進出しております上場企業が今度、本社工場から約２００人を

桑折工場に配置転換させるそうです。町にも当然、情報が入っていると思いますが、

蚕糸跡地に独身寮の建設を計画しているそうです。その独身寮は３０歳を過ぎると寮

を出ることになり、住まいを求めることになるそうです。そういうささいなことと思

われることでも、チャンスと捉えてアクションを起こすことが大事だと思いますが、

いかがかお伺いいたします。 

議長（東海林一樹君） 企画情報課長。 

企画情報課長（佐藤克成君） お答えをいたします。 

   議員ご指摘のとおり、企業誘致が全く役に立たないとお話をしているわけではござ

いません。町としましてはそのほかに人口減少対策、そして少子高齢化対策というこ

とでそれぞれの計画、まち・ひと・しごと総合戦略であったり、振興計画の後期計画

などにのっとってそれぞれ事業を進めて、できるだけ人口減少を抑えていきましょう

と、そのような施策を今、実施をしているところでございます。それらの中で企業誘

致が本当にできるのか。費用的な部分も工業団地を増設しようということになります

と数億円という単位でお金がかかりますので、そのような部分につきましても慎重に

検討を重ねていかなければならないものと考えているところでございます。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） 松浦和子君。 

１番（松浦和子君） 桑折町に進出している企業の話をさせていただきましたけれども、

それは申し上げましたように、独身寮は３０歳までで、３０歳を過ぎると出て新しい

住まいを探さなければなりません。そのときに、桑折町だけでは対応できないので近

隣市町村にも協力をいただかなければならないというお話もあるようです。ですから、

企業誘致だけではなく住む人の確保も考えてもよろしいのではないかと思います。 

   実際、住民基本台帳人口から、国見町の９月末の人口は９,３７８人、１０月末が

９,３６２人、１１月末が９,３５１人。この２カ月の間に２５人の減少になっていま
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す。こういうことで、１カ月大体１０人ぐらいの減少になっていますので、本当にし

っかりと対応をしていかなければ、どんどん人口は減っていくのではないかという懸

念を持っております。 

   どうぞその辺を強く認識して、対策を講じていただきたいと思います。 

   次の質問に移ります。 

   元総務大臣の増田寛也氏が座長の日本創成会議・人口減少問題検討分科会によりま

すと、少子化や人口移動に歯止めがかからず、将来に消滅する可能性がある自治体が

全国に８９６あるという調査結果を公表しました。具体的には２０歳から３９歳の女

性の数が２０１０年から２０４０年に５割以下に減る自治体を消滅可能性都市として

選んだそうです。 

   福島県の該当自治体は公表されておりませんので当町が含まれているかどうかはわ

かりませんが、大変ショッキングな数字です。町が掲げている「１０００年のまち 

これから１００年のまち」としての取り組みは、少子化対策・人口減少対策を抜きに

は不可能なことと考えますが、このことについてお伺いいたします。 

議長（東海林一樹君） 町長。 

町長（太田久雄君） この質問につきましては私からお答えを申し上げます。 

   人口減少・少子化対策の問題は本当に私も松浦議員と全く同じで、町政の中でも最

重要課題の最々重要課題と認識をしております。ただ、これは町のみではないんです。

先ほど増田さんの話がありましたように、これは町のみではございません。全国ベー

スであります。これからが戦いなのです。私はそう思います。いかに人口を減らさな

いかということでの戦いが現在も始まっていますから、これから頑張らなくてはなら

ないというのが、まずは私の率直な思いでございます。 

   そのために私ども、増田さんの基本的な考え方に則って、地方創生総合戦略をすぐ

作りました。これはこの地方で一番早かったです。 

   それから、第５次の後期総合計画も一応、その中にこの地方創生と連携を図るとい

う観点で改正をさせていただいたということで、まずはこの計画がやっぱりなければ、

あうんでやりましょうではだめなので、その計画がベースでございます。ですから、

その計画に基づきながら人口減少対策をどのようにするんだということをしっかりと

対応していくということだろうと思っております。 

   具体的には、農業の付加価値の６次化の対応とか、あるいは国見町は歴史まちづく

り計画に認定されていますので、まさにオンリーワンの歴史をどうするんだというこ

とですね。そういうことが非常に重要ですし、さらには観光力の強化とか、あるいは

先ほど来、出ております若者交流、結婚・子育て支援等々、さまざまな観点。あるい

は、道の駅を交流連携のツールにして活用すると。 

   そして、こういったことをベースにして人、物の交流だろうと私は思っております

ので、人、物の交流を深めることによって交流人口の拡大、そして人口減少に歯止め

をかける。人口増というのは、私の率直な意見ですけれども、増にするということは、

恐らくは首都圏一極あるいはそのエリアでないと厳しいかなと思いますので、いかに
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歯止めをかけるかということをやはり率直に考えながら、この国見町の維持・発展を

図っていく。 

   議員ご承知かは知りませんけれども、２０４０年、国見町は６,５００人という推

計が出ています。ですから、そこまではとてもではないけれども頑張ろうよと。

７,５００人ぐらいに戻そうということで計画を実は作ったんです。総合戦略も作り

ました。１,０００人ぐらいはしっかりと歯止めをかけようということで、

２０４０年６,５００人でした。今から２３年ぐらい先ですか、そういう数字が出て

いますので、そうには絶対したくない。なるべく頑張ろうということが７,５００人

という数字になっていますので、そこに絶対歯止めをかけたいという思いで今、実は

やらせていただいております。 

   切り札はすぐに見つかるものではありません。これはもう全国１,７００自治体が

それぞれやるわけですから、なかなか切り札はありませんけれども、私ども小さい人

口１万人の国見町でありますから、私はやはりこの１万人が残るには、交流連携だと

思っています。復興・絆、交流連携。国見はみんなで作る。交流連携に今後軸足をど

う移すかです。ここが私は今後の重要な課題かなと思っております。 

   そのためには、近隣市町村、さまざまな市町村があります。先ほどは交流の話があ

りましたけれども、そういったこととも連携は当然必要だと思っています。これは当

然必要になってくるだろうと思いますし、あとは首都圏、仙台圏、各種団体などや、

遠方でありますニセコ町とか平泉町とか池田町とか茂木町とか、いろいろ連携してい

ます。そういったところとの人、物の連携です。 

   あるいは、国見町応援大使もおります。そういった方をツールにして、いろいろと

国見町をアップしていただく。あるいは広報を使うなど、いろいろあると思います。

そういったものを縦横無尽に使いながら、やはり交流連携をしっかりと進めていくこ

とによって、この人口１万人の国見町が何とか維持・発展できる。私生きているかど

うかわかりませんけれども、２０４０年にできたら７,５００人にとどめたいという

思いで計画を作っておりますので、そんなことでしっかり頑張ってまいりたいと思い

ます。 

   ただ、このツールはいろいろあります。道の駅がありますよと。それからオンリー

ワンの歴史がたくさんあります。それから、果物などいろいろありますので、そうい

ったものをしっかりと使って、いわゆる人口減少対策にどうつなげるかだろうと思っ

ています。 

   もう一つは、今度は個別になります。これは、人口増対策はオールラウンドにやっ

たら、絶対だめです。個別にやらなくてはいけないと私は思っています。その一つの

ツールは、今、松浦議員からお話がありました空き家です。空き家をどう改修して子

育てを支援する施設を作って高齢者の施設を作って、どういうふうに改修して、それ

をアップしていくかということが一つあるんだろうと思っています。 

   あと、農業だと思っています。農業ビジネス訓練所が今度できます。若者をなるべ

く呼び込もうではないかと。共同シェアハウスを作って入れ込もうではないかと。そ
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れから、地域おこし協力隊も、来年度はかなりの数が来る予定になっています。そう

いった方がなるべく定着するように。なかなか定着は難しいのです。ですから、定着

するのにどうするか。そうすると、個別でありますけれども、１戸ずつ人口が増して

いく。そういった地道な戦いになるのかなと実は思っています。 

   どこの市町村でも今、やはり個別個別にかなり力を入れてやり始めています。特に

空き家対策はおっしゃるとおりでありますので、そんなことも含めて個別の対策をし

っかりとやっていくことだろうと思っています。そこは十分意識をしながら今後対応

していく必要があるかなと思っております。 

   本題の企業誘致なのですけれども、これはいわゆる人口増対策として、実は本当に

すばらしいツールなのです。ところが、私ども１万人の国見町の財政基盤では、これ

はなかなか造成をして来てくださいという形にしないと企業は来ません。今、オーダ

ーメードではなかなか来ないんです。オーダーメード方式ですと、土地さえ確保でき

れば、では勝手に来てよと、あなたたち勝手にやってくださいとできるんですけれど

も、そうではなくて今の状況ですとこっちでしっかり固めて、補助金も出して、ぜひ

いらっしゃいよとならないと、私ども国見町には私は来ないと思っています。 

   財政的な支援のリスク、それから景気的なリスク、それから業種的なリスク、いろ

いろなリスクがあります。そのリスクにやはりどう挑戦していくかが私はあるのでは

ないのかなと思っています。それらについては、私は県におりましたので、県の企業

立地協議会の事務局を担っておりましたので、そことの連携。あと、企業立地セミナ

ーにも、東京に行ったりして、あるいは東京事務所と常に連携しています。いろいろ

情報もしっかり持っています。 

   ですから、今はしっかりと地盤を作っておいて、いつでもスタートできる体制づく

り、地盤づくりをしっかり今やっておくべきではないかと私は思っています。作って

おけばいつでもスタートできますから、スタートできる体制づくりを今やっていく時

期ではないかと私は思っています。 

   そのほかでいろいろ今、二本松とかあちこちでやろうと思っているということで、

いろいろコールがなされていますけれども、ただ、国見町の場合、私はやっぱり今、

地盤づくりをしておいて、すぐにスタートできる体制づくりをするというところが今

の私ども国見町の置かれた状況かなと私は総合的に判断しております。 

   やっぱり今できることは総合戦略、それから後期計画がありますので、そういった

ことをツールにしながら、ソフト面で交流連携をどんどん進め、交流人口の拡大をし

て、そして個別でありますけれども１戸ずつ人口増対策につなげていくということを

地道にやっていくことが、私は今の人口増対策の一番重要な部分なのかなと。 

   一気にこれという秘策は今ないです。ですから、そういったものを地道に地道にや

っていって、少しでも６,５００人にならないで７,５００人になるように頑張ってい

くということが今後、国見町に課された重要な課題かなと私は思っています。余り気

張ってやってしまうと、これは恐らく墓穴を掘る形になりますので、そこは十分世の

中の状況を見きわめながらソフト面でしっかりやっていくことが、今、私どもが置か
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れた国見町の非常に重要な対応かなと私は思っていますので、そんなことでむしろ議

員の皆様方からアドバイスをいただきながら、とにかく国見町の維持・発展を私、最

大重要項目だと思っています。維持・発展をさせていきたいと思っておりますので、

今後ともご支援をいただければと思いまして、答弁とさせていただきたいと思います。

よろしくお願いします。 

議長（東海林一樹君） 松浦和子君。 

１番（松浦和子君） 交流連携、維持・発展、強いリーダーのもとで、それが少しでも早

く実現していくことを期待したいと思います。 

   国見町は大変交通網が整備されておりまして、インターチェンジがあり、毎日２万

台ですか、国道４号を走っています。そういう環境の中で暮らしていますと、私たち

町民も、どうしても危機感が持てない状況にあるのかもわかりません。 

   ですから、やはり私たち一人一人町民の皆さんも、このままでは大変になるんだと

いうことを認識しながら、強いリーダーのもとで本当にオール国見で行けたら良いな

と、今、改めて思いました。 

   企業誘致ということで質問をしてまいりましたが、企業誘致で成功したところを見

ますと交通網を整備することが重要な課題といいますか、重要な戦略になっていると

思います。 

   国見町は先ほど申し上げましたように交通網が整備されておりまして、この条件を

ほぼクリアしているのではないかと思います。クリアしているとはいえ、企業誘致は

大変な大仕事です。しかし、大変だ大変だでは前に進みません。ぜひ強いリーダーを

先頭に執行部の皆さん、職員の皆さん、そして私たち議会、町民が一つになっていけ

たら良いなと。そうしたら何か理想的な国見町ができ上がるのではないかという、ど

うして来ない、どうして来ないのではなくて、夢を持ってこれから進んでいけるので

はないかと、そんな気がいたしました。 

   また、成功している自治体から学ぶところは学ぶ。しっかりとした計画を立てるこ

とはとても大事だと思います。やっぱり成功しているところは何かが違うのではない

かと思いますので、その違いに気づき見きわめ、判断しながら前進していっていただ

ければと思います。町民の皆さんはしっかり見ております。努力、頑張りはしっかり

と評価してくださいます。 

   ただ、誘致だけではなく町内の企業が町外に出ていくことをまた止めるのも必要で

はないかと思います。数年前から、町内のある企業が町内に業務拡張で新たな土地を

求めているということを伺いました。それは、町当局は既にご承知のことと思います。

そこは７０名ほどの従業員の方たちが働いているそうです。 

   もし町内に新たな土地を見つけられなければ、近隣市町に行くことも念頭に置いて

いると伺っております。そうなれば７０名の従業員が、半分までいくかどうかですけ

れども、職を失うわけです。そうしますと、おのずと町税にも影響してきます。企業

がよその町に行けば、従業員が減れば、働く人が減れば、町税収入にも影響してくる。

これはイコールでそうなると思います。いろんなつながりが出てくると思います。ぜ
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ひ、その企業が外に出ていかないように、早めの対策を講じていただければと思いま

す。 

   そうしたことが町民の皆さんから高い評価をいただけることにつながっていくと思

います。ぜひぜひ町民の声、そして企業の声、いろいろな声に耳を傾けていただいて、

企業誘致、人口の増加に、人口減少対策にどうぞ努力していただければと思いますし、

私たちもまたそのために協力させていただきます。一つになって頑張っていければと

思います。 

   以上で私の質問を終わります。 

議長（東海林一樹君） これで一般質問を終わります。 

◇          ◇          ◇ 

◇散会の宣告 

議長（東海林一樹君） 以上で本日の日程は全部終了いたしました。 

   １１時４５分より広報常任委員会を委員会室にて開催いたしますので、ご参集願い

ます。 

   １２月８日は午前９時１５分より議会運営委員会を委員会室で開催いたしますので、

ご参集願います。午前１０時から本会議を開きます。 

   これで本日の会議を閉じます。 

   皆様、長時間にわたりご苦労さまでございました。 

（午前１１時４３分） 



 
 
 

第  ３  日 
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◇開議の宣告 

議長（東海林一樹君） おはようございます。ただいまの出席議員は１０名です。定足数

に達しておりますので、直ちに本日の会議を開きます。 

（午前１０時００分） 

◇          ◇          ◇ 

議長（東海林一樹君） 本日の議事日程は、あらかじめお手許に配付したとおりでありま

す。 

◇          ◇          ◇ 

◇報告第９号 専決処分の報告について 

議長（東海林一樹君） 日程第１、報告第９号「専決処分の報告について」の件を議題と

いたします。 

   本報告について説明を求めます。 

   建設課長。 

建設課長（阿部正一君） それでは、報告第９号、専決処分の報告についてご説明申し上

げます。 

（以下議案書により説明） 

議長（東海林一樹君） この報告は、議会の委任による専決処分につき、報告のみにとど

めます。 

◇          ◇          ◇ 

◇承認第２号 専決処分の承認を求めることについて 

議長（東海林一樹君） 日程第２、承認第２号「専決処分の承認を求めることについて」

の件を議題といたします。 

   本議案について説明を求めます。 

   総務課長。 

総務課長（羽根田孝司君） それでは、承認第２号、専決処分の承認を求めることについ

てのご説明を申し上げます。 

（以下議案書により説明） 

議長（東海林一樹君） これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議長（東海林一樹君） 質疑なしと認めます。 

   これから討論を行います。討論ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議長（東海林一樹君） 討論なしと認めます。 

   これから承認第２号の採決を行います。この採決は起立によって行います。 

   本案は原案のとおり決することに賛成の方は起立を願います。 

（起立全員） 

議長（東海林一樹君） 起立全員です。 

   したがって、承認第２号は原案のとおり可決されました。 
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◇          ◇          ◇ 

◇議案第４５号 国見町行政手続条例の一部を改正する条例 

議長（東海林一樹君） 日程第３、議案第４５号「国見町行政手続条例の一部を改正する

条例」の件を議題といたします。 

   本議案について説明を求めます。 

   総務課長。 

総務課長（羽根田孝司君） 議案第４５号、国見町行政手続条例の一部を改正する条例に

ついてご説明申し上げます。 

（以下議案書により説明） 

議長（東海林一樹君） これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議長（東海林一樹君） 質疑なしと認めます。 

   これから討論を行います。討論ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議長（東海林一樹君） 討論なしと認めます。 

   これから議案第４５号の採決を行います。この採決は起立によって行います。 

   本案は原案のとおり決することに賛成の方は起立を願います。 

（起立全員） 

議長（東海林一樹君） 起立全員です。 

   したがって、議案第４５号は原案のとおり可決されました。 

◇          ◇          ◇ 

◇議案第４６号 国見町情報公開条例の一部を改正する条例 

議長（東海林一樹君） 日程第４、議案第４６号「国見町情報公開条例の一部を改正する

条例」の件を議題といたします。 

   本議案について説明を求めます。 

   総務課長。 

総務課長（羽根田孝司君） 議案第４６号、国見町情報公開条例の一部を改正する条例に

ついてご説明申し上げます。 

（以下議案書により説明） 

議長（東海林一樹君） これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議長（東海林一樹君） 質疑なしと認めます。 

   これから討論を行います。討論ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議長（東海林一樹君） 討論なしと認めます。 

   これから議案第４６号の採決を行います。この採決は起立によって行います。 

   本案は原案のとおり決することに賛成の方は起立を願います。 

（起立全員） 
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議長（東海林一樹君） 起立全員です。 

   したがって、議案第４６号は原案のとおり可決されました。 

◇          ◇          ◇ 

◇議案第４７号 国見町個人情報保護条例の一部を改正する条例 

議長（東海林一樹君） 日程第５、議案第４７号「国見町個人情報保護条例の一部を改正

する条例」の件を議題といたします。 

   本議案について説明を求めます。 

   総務課長。 

総務課長（羽根田孝司君） 議案第４７号、国見町個人情報保護条例の一部を改正する条

例についてご説明申し上げます。 

（以下議案書により説明） 

議長（東海林一樹君） これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議長（東海林一樹君） 質疑なしと認めます。 

   これから討論を行います。討論ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議長（東海林一樹君） 討論なしと認めます。 

   これから議案第４７号の採決を行います。この採決は起立によって行います。 

   本案は原案のとおり決することに賛成の方は起立を願います。 

（起立全員） 

議長（東海林一樹君） 起立全員です。 

   したがって、議案第４７号は原案のとおり可決されました。 

◇          ◇          ◇ 

◇議案第４８号 職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例 

議長（東海林一樹君） 日程第６、議案第４８号「職員の育児休業等に関する条例の一部

を改正する条例」の件を議題といたします。 

   本議案について説明を求めます。 

   総務課長。 

総務課長（羽根田孝司君） 議案第４８号、職員の育児休業等に関する条例の一部を改正

する条例についてご説明申し上げます。 

（以下議案書により説明） 

議長（東海林一樹君） これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議長（東海林一樹君） 質疑なしと認めます。 

   これから討論を行います。討論ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議長（東海林一樹君） 討論なしと認めます。 

   これから議案第４８号の採決を行います。この採決は起立によって行います。 
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   本案は原案のとおり決することに賛成の方は起立を願います。 

（起立全員） 

議長（東海林一樹君） 起立全員です。 

   したがって、議案第４８号は原案のとおり可決されました。 

◇          ◇          ◇ 

◇議案第４９号 職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 

議長（東海林一樹君） 日程第７、議案第４９号「職員の給与に関する条例の一部を改正

する条例」の件を議題といたします。 

   本議案について説明を求めます。 

   総務課長。 

総務課長（羽根田孝司君） 議案第４９号、職員の給与に関する条例の一部を改正する条

例についてご説明申し上げます。 

（以下議案書により説明） 

議長（東海林一樹君） これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議長（東海林一樹君） 質疑なしと認めます。 

   これから討論を行います。討論ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議長（東海林一樹君） 討論なしと認めます。 

   これから議案第４９号の採決を行います。この採決は起立によって行います。 

   本案は原案のとおり決することに賛成の方は起立を願います。 

（起立全員） 

議長（東海林一樹君） 起立全員です。 

   したがって、議案第４９号は原案のとおり可決されました。 

◇          ◇          ◇ 

◇議案第５０号 国見町敬老祝金支給条例の一部を改正する条例 

議長（東海林一樹君） 日程第８、議案第５０号「国見町敬老祝金支給条例の一部を改正

する条例」の件を議題といたします。 

   本議案について説明を求めます。 

   保健福祉課長。 

保健福祉課長（武田正裕君） 議案第５０号、国見町敬老祝金支給条例の一部を改正する

条例についてご説明申し上げます。 

（以下議案書により説明） 

議長（東海林一樹君） これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

   １１番浅野富男君。 

１１番（浅野富男君） ただいま提案のありました議案第５０号についてでありますけれ

ども、これは国見町敬老祝金支給条例の一部を改正する条例ということで、今まで

８５歳以上から支給しておりました年間１万円の支給を、一生の区切ごと、例えば
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９０歳とか１００歳などの時期にだけ祝い金を出すということで制度を改めるもので

あります。今回提案されました内容についての検討委員会が開かれまして、それに基

づいて提案するものだとただいま説明がありましたけれども、この国見町高齢者福祉

事業検討委員会ではどんな提言があったのでしょうか。 

議長（東海林一樹君） 保健福祉課長。 

保健福祉課長（武田正裕君） 浅野議員の質問にお答えいたします。 

   検討委員会からの提言の内容についてのお質しでございますが、概要について説明

をさせていただきます。 

   まず、国見町の敬老祝い金の支給事業は、条例に基づきまして、昭和５１年度から

開始されまして、数度の改正を経て平成２５年度から現行の基準で祝い金を支給して

ございますが、高齢化の進展に伴いまして、対象者数、事業費ともに増加傾向にあり

ます。また、福島県内及び近隣市町村と比較すると、本町の祝い金の水準は高い水準

となっているところでございます。 

   検討委員会では、こういった状況を踏まえ、また、この事業は町の一般財源で実施

しているところでありまして、現役世代の減少による将来的な税収の減少も予測され

る中、敬老祝い金に限らず高齢者福祉に係るあらゆる経費の増大が見込まれているこ

とや、減少が見込まれる将来世代に対する負担を少しでも取り除くためにも、この事

業の見直しはやむを得ないとの結論に至り、見直し案が検討されたものでございます。 

   敬老祝い金の見直しの考え方につきましては、これまで８５歳以上の方に毎年支給

しておりましたが、毎年の支給は祝い金としてなじまないということ、これは祝い金

ですので、毎年贈るものではなく、節目の年をお祝いするために贈るものであろうと

いうこと、さらに、これまで高い支給水準であったものを、近隣の状況も踏まえて見

直し案が検討されたものでございます。 

   さらに、検討委員会の中では、段階的な減額をお願いしたいとの意見を踏まえまし

て、３年間の経過措置が提言に盛り込まれたものでございます。町では、この提言の

見直し案を尊重しまして、提言のとおりの内容で議案の改正案とさせていただいたも

のでございます。 

   また、議案にはありませんが、提言の中には敬老会の記念品についても検討されて

おります。日本人の平均寿命が男性が８０.９８歳、女性が８７.１４歳になっており

まして、８０歳を迎える高齢者は今や珍しくない状況となっておりますので、これま

で敬老会の席で贈呈していた、数え８０歳、満７９歳の方への記念品は廃止とする内

容でございまして、なお、８８歳の方に対する米寿の記念写真については継続すると

いう内容の提言となってございます。 

   さらに、検討委員会では、敬老祝い金の見直しによって生み出された財源を活用し

た事業についても検討が行われまして、財源の活用については既存事業の充実を図る

とともに、高齢者の健康寿命の延伸に向けた事業、あるいは生きがい作り、生活支援、

移動支援など、それらのほか児童との交流事業など、広く活用していくことが望まれ

るということで、財源を活用した高齢者福祉事業の内容について、それぞれ具体的な
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事業の提案があったものでございます。 

   以上、提言の概要についてでございます。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） 浅野富男君。 

１１番（浅野富男君） ただいま提言の内容について報告を受けましたけれども、その中

で、この財源の活用方法の部分もありましたけれども、実際のところ、この毎年もら

っておりました祝い金を楽しみにしている方々も結構いらっしゃるものと思っており

ます。それらを浮かせた財源の活用の中で、幾らぐらい浮く勘定になって、どのよう

なことを町としては今後考えているのかお尋ねします。 

議長（東海林一樹君） 保健福祉課長。 

保健福祉課長（武田正裕君） お答えいたします。 

   これらの見直しを行った場合、どのくらいの財源が生み出せるのかとのご質問です

が、概算の試算を行いまして、推計人口による概算となりますけれども、記念品を含

めた現在の事業費が約１０００万円で、このままですと３年後には約１２００万円ほ

どになる見込みでございます。見直し後の３年間の経過措置期間中は、事業費が約

６００万円ほどになる見込みでございまして、現行より約４００万円から６００万円

が減額となる見込みになります。 

   さらに経過措置後につきましては、事業費が３００万円ほどになる見込みでござい

ますので、約１０００万円近い額が減額となる見込みとなってございます。 

   検討委員会の中では、先ほど申し上げましたとおり、生み出された財源を活用した

事業について検討いただきまして提案があったものでございます。これも、検討委員

会からのご提言を尊重しまして、今後の新年度予算編成に向けて財政的にどこまでで

きるのか、さらに検討しまして、３月議会での予算化をしたいと考えてございますの

で、議員の皆様にご理解を賜りますようよろしくお願いしたいと思います。 

   以上で、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） 浅野富男君。 

１１番（浅野富男君） そうしますと、この減額になる分についての町としての活用方法

は、現時点ではまだ明確になっていないと思うところでありますけれども、この活用

方法の一つには、年齢を重ねますと、どうしても医者にかかる回数が多くなることも

現実として出てくるわけであります。そうした提言も含め、検討委員会からの提言も

いろいろな形であったかと思いますけれども、そうした直接的な高齢者の施策にも回

す必要があるのではないかと考えておりますけれども、そういった方向性はどのよう

なことになっておりますでしょうか。 

議長（東海林一樹君） 保健福祉課長。 

保健福祉課長（武田正裕君） お答えいたします。 

   見直し財源を活用した事業、提言の内容で、具体的にどのような事業が提言された

のかというご質問かと思いますのでお答えしますが、まず、高齢者の健康寿命の延伸

に向けた事業ということで、事業の項目だけ申し上げますと、１つは運動器具による
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健康づくり、介護予防事業、それから今ほどありましたが、医療費の関係でいきます

と、特定保健指導や糖尿病の重症化予防事業、あるいは国見町の健康ポイント事業等

を行っておりますが、これを奨励するような事業、さらに食生活改善、８０２０運動

の推進とか、あとは認知症対策、さらに高齢者の生活支援にかかわる事業、また、現

在検討が行われておりますパークゴルフの整備などとなってございます。 

   そのほか、高齢者の外出支援に関する事業といたしましては、敬老会の参加者のバ

スの送迎、小坂、大木戸地区の敬老会の参加率が低いということで対策をするという

内容です。 

   さらに、運転免許返納者の高齢者に対する支援、それから公共施設における移動支

援などでございます。 

   さらに大きな項目としましては、高齢者の見守り支援に関する事業ということで、

ひとり暮らし高齢者見守りの支援充実、さらに、生きがいづくり事業といたしまして

は、寿クラブの育成支援、子どもと高齢者の交流事業など、そういった事業のご提案

がございました。先ほど申し上げましたとおり、今後、３月の予算に向けまして、財

政的にどこまでできるか、あるいは後年度、来年度にかかわらず、それ以降の事業実

施に向けて検討してまいりたいと考えているところでございます。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） ほかに質疑ありませんか。 

   ５番佐藤定男君。 

５番（佐藤定男君） 敬老祝い金の対象者、金額の変更については理解いたしました。 

   先ほど、検討委員会からの提言という中で触れられておりましたけれども、この祝

い金とは別に、８０歳、８８歳の記念品が今までありましたけれども、この記念品

については、その提言どおり実施していくということでしょうか、お伺いいたしま

す。 

議長（東海林一樹君） 保健福祉課長。 

保健福祉課長（武田正裕君） お答えいたします。 

   記念品の見直しにつきましても、議員のお質しのとおり、提言がございましたので、

基本的にはこの提言を尊重してまいりたいと考えているところでございます。 

   以上、答弁といたします。 

議長（東海林一樹君） ほかに質疑ありませんか。 

   質疑なしと認めます。 

   これから討論を行います。討論ありませんか。 

   井砂善榮君。 

３番（井砂善榮君） ただいまの議案第５０号で保健福祉課長より説明がありましたが、

私は、この議案第５０号の見直し案に対しまして、反対の立場から意見を申し上げさ

せていただきます。 

   今までの高齢者、今後高齢者になる団塊世代は日本経済発展のために、戦前、戦中、

戦後と、激動の、そして地獄のような世を過ごしてきた方々で、現在の日本経済に対
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しまして非常に頑張ってこられたというふうに私は思うのでございます。そして、団

塊世代に入る前の、その戦前、戦中の者といいますか、先輩方は、集団就職列車で東

京へと日本経済発展のために労力を費やしたと、北海道から東北、そして新潟、栃木、

茨城県と、そういうような方々が現在います。 

   そして、そういう方々に対しまして、今、この見直し案というものは、若干、私は

早かろうと思うのでございます。そして、現在、国見町におきまして、生まれてよか

った、育ってよかった、そして住んでよかった国見町ということで、非常に国見町を

愛されている町民がいらっしゃいます。その中におきまして、いわゆる合併の町と自

立の町の違いに対しまして非常に国見町は好感を持たれていると私は感じております。 

   というのは、２３年の原発事故のときに、突出の会計予算で自主財源が９％まで下

がりました。その後、２６年、２７年、２８年と１８％まで自主財源が増え、そして

昨年度は２２％に、４％ほど上がったというふうになっておるわけでございまして、

非常に国見町は輝き、そして未来に向かって現在進んでいると私は認識をしておると

ころでございまして、説明の中におきましては１０００万円くらい財源を減額できる

ということでございます。今我々が一生懸命頑張れば、この高齢者に対する今までの

ご努力と働きに対しまして、少し国見町としては頑張って、この高齢者に対してのご

褒美として敬老祝い金を支給する責務があるのではないかと私は思うのでありまして、

議案第５０号に対しましては反対の立場で討論をいたします。 

   そしてまた、調べた結果、２７年度の４月から３月までの死亡者数は１４４名、

２８年度は１１３名でした。２９年度はまだ４月から１１月現在で８７名と。そして

出生率が４９名、４２名、現在は１７名となっています。ただ、私はこの出生率と比

例するものではないと思うのでございます。いわゆる国見町が、輝く国見町であれば、

他町からそして首都圏から人口増加、流入してくると私は確信しております。 

議長（東海林一樹君） ほかに討論ございませんか。 

   ５番佐藤定男君。 

５番（佐藤定男君） 私は、この議案に賛成の立場から意見を述べさせていただきます。 

   今、年齢が８０代から９０代の方々は戦後の混乱期を乗り越えまして高度成長をな

し遂げ、今日の日本を築き上げてこられました。このことについては、私も井砂議員

同様に深く感謝の意を申し上げます。 

   さて、この敬老祝い金の改正の内容ですけれども、卒寿など節目の年の方に支給す

るという内容でございますが、これは他の町村と比べましても対象者、金額ともに決

して劣るものではありません。そして、３年間の経過措置もあります。この改正によ

りまして生み出される財源は先ほど保健福祉課長から説明がありましたけれども、健

康寿命の延伸のための事業や外出支援に向けた事業などが考えられているわけであり

ます。したがいまして、この改正によりまして、高齢者に対する敬意、感謝の精神は、

改正しても維持されていくものだと、私はそう考えております。 

   以上で、賛成の意見といたします。 

議長（東海林一樹君） 松浦常雄君。 
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８番（松浦常雄君） この敬老祝金支給条例がはじめに制定されたころは、財政的にまだ

豊かな時代でありました。１００歳に達する方が町内では１人か２人という時代でし

た。それで２０万円という支給だったのですが、今や年間１０人になっておりまして、

金額も相当かさんでいるわけです。それから、８５歳から全員に１万円というと、年

間６００万円の祝い金が必要なわけです。近隣では、このように多額の敬老祝い金を

出しているところはありません。突出しているわけなのです。 

   それで、私も前に質問したときは、見直しが必要ではないかということでした。や

っと今の段階になって見直しされましたが、それは検討委員会で近隣との比較もしま

して、非常に妥当な内容に改正されるものでございます。 

   やはり人口減少社会を迎えて、税収が少なくなっている段階で、敬老祝い金のとこ

ろだけ手をつけないでそれでいいのかなと考えます。やはり財政全体の中で検討して

いくべきものでありまして、私はこの内容に賛成です。 

議長（東海林一樹君） ほかに討論ありませんか。 

   浅野富男君。 

１１番（浅野富男君） 議案第５０号、国見町敬老祝金支給条例の一部を改正する条例に

ついての反対討論を行います。 

   これまで８５歳以上に支給しておりました祝い金を生涯のうちの１回の節目に支給

する制度へと変えるものであります。高齢者施策と子どもへの施策は、福祉政策の重

要な課題であります。高齢者が増加傾向にあることは否めませんが、今回のような改

正は高齢者施策の後退につながるものとなるのではないでしょうか。 

   改正の理由の一つに、近隣市町村との比較も挙げられておりますけれども、自治体

として考えるならば、独自施策でもよいのではないかと思っております。 

   このような事業をする、あるいはこのような事業をしたいために、どうしても財源

が必要であるといった理由がこの削減の理由に挙げられるような条例でなければなら

ないと思っております。 

   したがいまして、今回のような改正の仕方については反対を申し上げます。 

議長（東海林一樹君） ほかに討論ございませんか。 

   渡辺勝弘君。 

７番（渡辺勝弘君） 私は、この議案第５０号については、賛成の立場から討論させてい

ただきます。 

   やはり佐藤定男議員が言っていらっしゃるように、今までの高齢者に関しての、

この国見町を育ててきてくれたということに関しては大変感謝を申し上げますし、

その方々がいたからこそ、この国見町があったということは大変感謝を申し上げま

す。 

   しかし、今回の条例の中においては、３年間で段階的に下がっていくということは

ありますけれども、約１０００万円の財源ができるということで、その１０００万円

をどのように使うのかということは具体的に出てはおりませんけれども、今の高齢者

の生活をよくするためにその１０００万円を有効に使いたい、そのためには一時的な
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お金は減るかもしれませんけれども、これから長い目で見るための資金として、それ

を条例としてやるのであれば、それは十分有効に使っていただく。これから先の生活

のためのお金だと思っていただければ、この条例には喜んでいただけるのではないか

と私は思っておりますので、この条例に対しては賛成を申し上げます。 

   以上であります。 

議長（東海林一樹君） ほかに討論ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議長（東海林一樹君） 討論なしと認めます。 

   これから議案第５０号の採決を行います。この採決は起立によって行います。 

   本案は原案のとおり決することに賛成の方は起立を願います。 

（起立多数） 

議長（東海林一樹君） 起立多数です。 

   したがって、議案第５０号は原案のとおり可決されました。 

◇          ◇          ◇ 

◇休議の宣告 

議長（東海林一樹君） １１時５分まで休議いたします。 

（午前１０時５５分） 

◇          ◇          ◇ 

◇再開の宣告 

議長（東海林一樹君） 再開いたします。 

（午前１１時０５分） 

◇          ◇          ◇ 

◇議案第５１号 平成２９年度国見町一般会計補正予算（第５号） 

議長（東海林一樹君） 日程第９、議案第５１号「平成２９年度国見町一般会計補正予算

（第５号）」の件を議題といたします。 

   本議案について説明を求めます。 

   総務課長。 

総務課長（羽根田孝司君） 議案第５１号、平成２９年度国見町一般会計補正予算（第

５号）についてご説明申し上げます。 

（以下議案書により説明） 

議長（東海林一樹君） 町長。 

町長（太田久雄君） 議案第５１号の一般会計補正予算につきまして、私からも、ここで

当然議会でございますので、町長の立場で若干ご発言をさせていただければと思いま

す。 

   今回の補正予算の中には、先ほど総務課長が説明しましたように、国見まちづくり

株式会社に対する出資金４８００万円が含まれております。その件に関してでござい

ます。 

   議員の皆さんご承知のように、道の駅の整備につきましては、平成１４年の第５次
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振興計画にまず位置づけがなされまして、この整備につきまして議員の皆様はじめ、

私も含め三代の町長の悲願でございました。今回、町民、議員の皆様、そして国、県

のさまざまなご支援をいただいて、５月３日に道の駅のグランドオープンをすること

ができました。改めて皆様方のご支援に感謝を申し上げさせていただきたいと思いま

す。 

   さて、本日までの道の駅の来場者は予定数でございます。昨日までで、１２９万

６０００人ぐらいでございましたので、きょうで約１３０万人に達するかなと思って

おります。 

   それからまた、売り上げにつきましても、本日で、税込みになりますけれども、約

６億５０００万円の売り上げの予定でございます。 

   来場者は、約９０％を超える皆様方が町外から来場していらっしゃるということで

ございます。 

   そして、出荷組合の組合員の方は国見の方が４割ほどいらっしゃいます。それから

また、従業員も７割程度が国見町の在住の方でございまして、さらには国見町、商店

街も含めて相当の経済的な効果があるのは事実かなと思っております。 

   国見まちづくり株式会社からも、とにかく多数の来場者がありますと、それからま

た、国見町に多大なる経済効果がありますと報告を受けておるところでございます。 

   ただ、一方において、この道の駅は約３,０００平米の大規模な施設でございます。

さらには、当初、想定外の来場者、５日間で５月の連休は７万５０００人と、想定の

３倍程度の来場者があったということでございまして、開設に関するさまざまな費用、

そしてまた想定外の来場者による数多くの投資約６７００万円ほどの初期投資という

ことで、支出がなされたところでございます。 

   さらにはまた、営業スペース以外に、「つながる～む」、イベント広場、交流ルー

ム、道路情報コーナーなど、公的な施設も兼ね備えた東北最大級の施設となってお

りますので、当然に水道光熱費をはじめとする維持管理経費が多大にかかっている

こともあわせて、国見まちづくり株式会社から報告を受けておるところでございま

す。 

   そういった中にありまして、本日の議案の中身になりますけれども、国見まちづく

り株式会社から、会社の経営の安定化を図りたいという趣旨で５０００万円のプラス

出資の要請がございました。これにつきましては、１カ月に多いときで１億

２０００万円ほどの売り上げがございましたので、少ないときでも今６０００万円の

売り上げがございます。 

   したがいまして、１カ月分程度の出資金は欲しいと言われているわけでございまし

て、そういった趣旨からぜひ１億円にしたいという要請がございまして、検討の結果、

その必要性を十分勘案しながら４８００万円の増資をしたいとして、出資金というこ

とで予算計上をさせていただいたということでございます。 

   また、この財源につきましては、やはり９０％以上が町外から来ているということ

もございますので、やはり特定財源を充てる必要性があるのではないかということで、
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ふるさと納税を原資としました「ふるさと振興基金」を充当するご提案をさせていた

だいておるところでございます。 

   先ほど来、申し上げておりますように、数多くの来場者があると。売り上げも多い

ということで、国見町の交流、連携の核の施設になりつつあると。国見町の維持、発

展の核の施設になりつつあると。この道の駅は皆さんご承知のように国見町の施設で

ございます。必要性があれば、しっかりと支援をして前に前に進めていくことがやは

り町として課された役割かなという思いもいたしておるところでございますので、ど

うぞ議員の皆様方にも十分ご理解、ご賢察をいただいて、原案どおりのご議決、ご決

定を賜りますよう、よろしくお願いを申し上げます。 

   なお、細部の質問等々、これからいろいろあろうかと思いますが、私、実は町長で

あり社長ということで、ダブっております。したがいまして、利害関係者になってご

ざいますので、細部の答弁等については、指定管理の、町としての契約者であります

副町長以下で、とりあえずは答弁させていただきたい。町政全体の大枠の話は当然私

からいきますけれども、細部の利害関係にかかわる部分につきましては副町長以下で

ご答弁をさせていただきたいと思いますので、ご了承を賜りたいと思います。 

   以上、私からの発言とさせていただきたいと思います。どうぞ、ご決定のほどをよ

ろしくお願い申し上げます。 

議長（東海林一樹君） 説明が終わりました。 

   これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

   １番松浦和子君。 

１番（松浦和子君） ただいま町長より、国見まちづくり株式会社のご説明をいただきま

した。 

   私は町民の皆さんから選ばれてここにおります。６月補正の８０００万円のときが

そうであったように、今回も町民の方から既に質問がありました。私は町民の皆さん

から選ばれておりますので、賛成とか、反対とかではなく、説明責任があると思って

おりますので、まず私自身が理解しなければ説明できませんので、お伺いさせていた

だきます。 

   １４ページの７款の商工費、１項商工費、４目のまちづくり交流推進費の１５節工

事請負費が３０００万円の補正減で、説明欄に工事請負費、施設整備等とありますが、

この件でお伺いいたします。 

   先ほども申し上げましたが、６月議会において８０００万円の補正予算が可決され

ました。それからわずか半年足らずで、国見まちづくり株式会社の計画の変更との理

由により、３０００万円の補正減とのことです。一体、何のための計画だったのか疑

問が残ります。３０００万円の計画変更の中で、中央広場の雨対策が取りやめになり

ました。この対策は、来場者の安全第一を考えての対策と受けとめておりましたが、

そうではなかったのでしょうか、お伺いいたします。 

議長（東海林一樹君） まちづくり交流課長。 

まちづくり交流課長（菊地弘美君） 松浦議員のご質問にお答えをいたします。 
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   ６月の補正でお願いをいたしました道の駅の施設改修、想定以上の来場者への対応、

安全・安心への対応ということで、お認めをいただいたところでございます。その後

の経過について、若干お話しをさせていただきます。 

   私ども、議会の議決をいただきまして、すぐさま計画の精査と、さらに施設そのも

のが国土交通省あるいは農林水産省の補助をいただいているところでございますので、

その補助をいただいている省庁と協議をさせていただいてきてございます。 

   さらには、道の駅そのものが開発許可を得ているということでございますので、開

発許可の変更に当たることもございますので、県の開発許可担当部局との調整も進め

てまいったところでございます。予定では、９月の上旬ごろには確認申請をいただい

て着工すると考えていたところであります。 

   ただ、そのような中で、国見まちづくり株式会社としての経過がございました。

９月の末に料理長が、１０月のはじめには副料理長が退職をするということになって

ございます。理由はそれぞれでございますが、この事態になって、道の駅の当初から

の料理の提供方式であります部分が、そのまま提供することはできないことがわかり

ましたので、その部分については、ビュッフェを中心としたメニュー構成として９月

より提供をさせていただいているということで変更がございました。この変更により

まして、一番大きくお金のかかっている部分でありました厨房の増築については、現

在のメニュー提供方式であれば増築までは必要がないことがわかりましたので、この

部分については取りやめをするということで計画の変更をしてございます。 

   さらに、今お質しのありました中央広場の雨対策でございますが、現状で、その計

画で考えていた対策につきましては効果が見込めないということがわかったために取

りやめにさせていただきました。松浦議員のお質しの中では、来場者の安全対策とい

うことのお話でございましたが、中央広場の屋根からの水滴が落ちるということが実

際にあの広場の利用に支障が出るということで、その雨対策をしようということにな

ってございましたので、安全対策とは少し趣旨が違うのかなというところはございま

す。ただ、雨の日でもあの場所で販売をすることができたり、あるいはちょっとした

イベントができたりということはプラスの効果だと思ってございましたので、計画と

して上げてございました。 

   ただ、さまざまな協議をする中で、具体的に施工しても効果がちょっと見込めない

ということがございましたので、その部分で変更させていただいたということでござ

いますので、ご理解を賜りたいと思います。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） 松浦和子君。 

１番（松浦和子君） これから雪が降ってきます。当然、雪の対策も出てきます。私は、

雨対策イコール雪対策かなと思っておりました。雪対策も必要としないと理解してよ

ろしいのでしょうか。 

議長（東海林一樹君） まちづくり交流課長。 

まちづくり交流課長（菊地弘美君） お答えをいたします。 
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   雪対策でございますが、当該道の駅の施設の屋根の形状は少しデザイン的に凝った

ものということで、おわかりのとおり波形の形になってございます。あの形の屋根で

素材が滑りやすいということがありますので、雪が降ったときに、その雪は国道４号

側に全て落ちていくということが考えられますので、当初より、施設の屋根の下に、

その雪を受けとめるひさしのようなものがデザインをされてございます。上からの落

雪につきましては、それで防ぐということが可能と考えてございます。 

   ただ、駐車場等、人が歩くところの部分につきましては、やっぱり除雪とか、人の

手で雪を掃くことは大切になろうかと思いますので、その点については、国見まちづ

くり株式会社と協力をしながら対策を練っていきたいとは考えてございます。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） ほかに質問ございませんか。 

   渡辺勝弘君。 

７番（渡辺勝弘君） まちづくり交流推進事業について質問させていただきます。 

   ２４節の投資及び出資金ということで４８００万円は先ほど町長からも言われまし

たように、ふるさと振興基金１８００万円と、６月補正で決まった８０００万円を

５０００万円に圧縮した部分の３０００万円と、合わせて４８００万円ということで、

数字的には間違いない数字だとは思うのですけれども、この４８００万円という数字

の根拠、つまりこの出資金の金額に関しては、この数字で間違いないのか、あるいは

今後も改めて追加という形になるのか、ならないのか。この４８００万円というもの

の根拠をまずお伺いします。 

議長（東海林一樹君） まちづくり交流課長。 

まちづくり交流課長（菊地弘美君） 渡辺議員のご質問にお答えをいたします。 

   ４８００万円の数字の根拠ということでございますが、国見まちづくり株式会社に

最初に出資をしたのが５０００万円になってございます。この５０００万円で、具体

的には、ことしの５月に道の駅がグランドオープンということで運営をしております

が、道の駅には、先ほど町長からもお話があったように、１２０万人を超える、もう

すぐ１３０万人の来場をいただいているところでございまして、売り上げにつきまし

ても、先ほど町長のお話にもありましたが、相当数の売り上げ、手許で私が持ってご

ざいますのは、９月の末までの部分でありますが、税込みでもう６億円を超えている

ということで、４月から９月の末までの６カ月間であっても、月概算で８０００万円

から１億円の売り上げがあるというところでございます。 

   これが、実は会社の経営に与える影響は大変大きいと考えてございまして、運転資

金としての資本が必要だと判断をしてございます。一般的に１カ月分の支払い金額を

運転資金として準備をしている会社が大半と聞いてございます。半期で６億円の売り

上げがあることを考えれば、１億円は資本として準備されることが必要だろうという

ことで、会社からの要望も５０００万円ということで、町としては４８００万円とい

う形で今回ご提案をしているところでございます。 

   なお、さらに追加のということのお話ではございますが、実は１億円を超える出資
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を持つということになりますと、税法によって外形標準課税が導入をされる税目もご

ざいますので、その際には逆に不利になってしまうということがございます。ほとん

どの道の駅を運営する第三セクターの会社につきましては１億円未満の出資金、株式

を持っているというところがほとんどでございますので、町といたしましても、その

辺も勘案をして今回４８００万円ということで議案に上げさせていただいてございま

す。 

   そのことを考えると、出資金としてこれ以上の部分は少し考えにくいのかなとは思

ってございます。 

   以上、答弁させていただきます。 

議長（東海林一樹君） 渡辺勝弘君。 

７番（渡辺勝弘君） ４８００万円は出資金として考えているということで、改めてその

部分についてお尋ねいたします。 

   ５月３日のオープンから今まで情報がなく、やっぱり町民にとってみれば、道の駅

で利益が出ているのでしょうか、出ていないのでしょうか、あるいはあれほどの人が

来ているのに、どうなっているのでしょうかという部分で、議員というか私どもにも、

議会報告懇談会の席においても、さまざまな意見等をいただいております。そして、

１２月１日にはじめて内容を明記していただいたこの書類をいただきまして、はじめ

て出資金でいくんですよというようなお話を聞きました。 

   でありますけれども、町民に向かっては、まだその内容は知らされていないという

か、わかっていないと思っております。その代表として、私どもがお知らせをすると

いう意味合いでいきますけれども、これは運転資金でありまして、やはり経営者であ

れば、売り上げが上がる、人が来て売り上げが上がれば、当然次の月にはそれを支払

うべき支払いが生じるということで、当然ある程度の余力がなければ、経営が成り立

たないということでの出資金としてみなしていいか、その辺について再度お尋ねいた

します。 

議長（東海林一樹君） まちづくり交流課長。 

まちづくり交流課長（菊地弘美君） お答えをいたします。 

   道の駅の運営につきましては、先日、議会にも説明をさせていただきましたが、今

回の４８００万円の出資につきましては、あくまでも運転資金が不足をするというこ

とで、ほぼ売り上げに見合う部分を出資として出すことが目的でございます。 

   以上、答弁させていただきます。 

議長（東海林一樹君） 渡辺勝弘君。 

７番（渡辺勝弘君） 町民に対しての意見をこれから自分たちでいく立場になりますので、

それはやっていきたいと思っております。 

   そこで、先ほど町長が言っていましたように、この答弁に関しては副町長にお願い

したいと思っております。 

   今回の道の駅の政策に対しては、３年間の猶予期間、つまり一年二年は赤字で当た

り前だと私も思っております。そして、３年目に向かっては黒字転換をしたいんだと
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いうことで、町長を含め、この建物を作ったと私も思っておりました。ですから、今

回の決算書を見て、赤字になっているのは当然だと私は思っておりました。しかし、

町民の皆さんにとってみれば、やはり１００万人来ました、あるいは今、百何十万の

方がここに来場しているということになれば、売り上げは上がっている、当然、人も

いっぱい来て、売り上げがよければ利益が上がっているんだといううわさも広がって

いると思うのです。 

   ですから、１２月の私どもにいただいた書類もそうなのですけれども、町民に向か

っての情報を発信するべきではないかなと思っております。その辺について、まず副

町長はどのように考えているのか。そして、今後はこの国見町だけではなく、近隣市

町村にも道の駅はどんどん建ってきます。当然、お客さんが増えるわけではなく、減

る状況になると思います。それに対して、国見町としての独自性を考えて、やってい

くための考えがあるのか、その辺についてお尋ねします。 

議長（東海林一樹君） 副町長。 

副町長（佐藤弘利君） ７番渡辺議員のご質問にお答えをさせていただきます。 

   道の駅でありますけれども、これについてはご案内のとおり、国見町の復旧、復興

のシンボルであります。さらには、町の活性化の核、そして交流、連携の核、そして

国見町の魅力の発信基地といった大事な役割を担っていくものでありまして、これは

もう町と一体となった大切な施設であります。 

   したがいまして、これらの運営につきましては、町ももちろんでありますけれども、

町民の皆さんに理解、応援をいただいて、一体になって進めていかなければならない

と考えておるわけでありまして、町民の皆様にお知らせをする、理解をしていただく、

どんな方法がいいのかは今後十分に検討して対応してまいりたいと考えております。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） ほかに質問ありませんか。 

   佐藤定男君。 

５番（佐藤定男君） 渡辺議員の質問とダブる部分もあるかもしれませんけれども、この

４８００万円の支出の件で質問をいたします。 

   会社の経営状況説明の資料によりますと、２９年９月末の貸借対照表の合計残高試

算表で、流動資産が７４００万円、流動負債が１億２３００万円と、負債が約

４９００万円上回っております。月によって変動があるかもしれませんけれども、こ

の金額はかなりの流動性、ギャップがあると考えられます。 

   したがいまして、この増資は運転資金ということで、これは私も必要だとは思いま

すけれども、今回の増資で流動資産、負債が大体金額でつり合う形なのですが、それ

でも１００％です。流動比率は、通常１３０から１５０くらいは必要と言われており

ますけれども、この流動比率から見ると、まだちょっと厳しい状況ではないかと思わ

れるのですが、今後の短期資金運用の見通しについてお伺いします。 

議長（東海林一樹君） まちづくり交流課長。 

まちづくり交流課長（菊地弘美君） 佐藤議員のご質問にお答えをいたします。 
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   合計残高試算表につきましては、国見まちづくり株式会社で４月１日から９月

３０日までについて、あくまでも残高の試算ということで町に報告を受けたものを、

先日ご説明のためにお配りをしてございます。 

   この中での流動資産と流動負債との関係について今ほどお話をいただきました。今

回の増資につきましては、流動資産が今度増えるということになりますので、ほぼほ

ぼ同額ぐらいの部分ということにはなります。 

   現在の道の駅の、特に直売等の部門を見てみますと、部門的にはプラスが出ている

ということになってございますし、道の駅全体を考えても、直売の部門が引っ張って

いるような形になってございます。この直売の部門の中身を見ますと、現実的に出荷

組合からの出荷の商品とあわせて、国見まちづくり株式会社が直接仕入れをして販売

をするという品物がやはり多くなっているということが言えるかと思います。 

   通常の道の駅ですと、直売の野菜等の棚については、午前中出荷者が持って来て、

なくなればそのままというところが多いのです。空になっているところが多いと私ど

も見てございますが、国見の道の駅については、とにかく棚をあけないようにという

ことで、なるべくお客様の購入がスムーズにできるように、当初より会社で方針を立

ててございました。その部分で出荷者の方には１日に何回も持って来ていただくとい

うこと、それだけ売れるという状況が続いてございますが、あわせて、やはり野菜の

少ない時期につきましては、仕入れをして並べるということもございますし、また、

県内の有名どころのお土産品については、逆に仕入れをして販売をしているというこ

ともありますので、どうしてもその仕入れに係る買い掛けが大きくなってしまうとい

うことがあります。そういう部分で、本当に売れるものをきちんと残していくことに

よって精査をしていけば、この部分については改善が図れるのかなと思ってございま

す。まずはその仕入れている商品の売れ筋を見きわめて対策を立てるというところ、

さらには出荷組合からの品物についても、売れるものについてはきちんと棚を確保し

て売るということを追求していくということが、一つの対策ではないかと思ってござ

いますし、会社でもそのようなことを考えているとは聞いてございます。 

   以上、答弁させていただきます。 

議長（東海林一樹君） 佐藤定男君。 

５番（佐藤定男君） そうしますと、今回の４８００万円の増資によりまして、運転資金

に充当されて、当面の資金繰りは安定していくと考えてよろしいですか。 

議長（東海林一樹君） まちづくり交流課長。 

まちづくり交流課長（菊地弘美君） お答えをいたします。 

   ４８００万円の増資によりまして、当面の運転資金につきましては確保されるもの

とは考えてございますが、これはあくまでも、今のシミュレーションによって当面は

大丈夫だろうと考えているところでございます。町も同様ではありますが、一時的に

短期的な、例えば借り入れをして、その機を過ごすということも当然考えられること

とは思ってございます。そのことも含めて、当面はということで答弁とさせていただ

きたいと思います。 
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議長（東海林一樹君） ほかに質疑ありませんか。 

   八島博正君。 

１３番（八島博正君） まず、確認のためにまちづくり交流課長に聞きますけれども、

１２月１日に説明があったときの資料に基づいて質問します。 

   現在、町から２人の職員が出向しているはずです。その給料というか人件費はどち

らで払っているのでしょうか。 

議長（東海林一樹君） 総務課長。 

総務課長（羽根田孝司君） 町からの派遣職員については、町から給料をお支払いしてお

ります。 

   私から答弁させていただきます。 

議長（東海林一樹君） 八島博正君。 

１３番（八島博正君） 補正予算書の１４ページにかかわる、ただいままでの質問の関連

になりますけれども、商工費４８００万円の出資金の問題ですけれども、私は、今回

のこの処理がいいのかどうかという判断の前に、当初の計画が甘かったのかなと。こ

れほど人が集まるとは思わなかったと。ただいまの町長の話では、現在で１２９万

６０００人くらい、当初の恐らく倍以上の人が来ているのかなと思っております。そ

うしますと当初の計画が全て狂ってきます。特に予算決算については狂ってくるのは

当然だと思います。 

   この資料によりますと、１０月から３月までの後半においても３億６０００万円く

らいの収入を見て、年間総額で８億６０００万円くらいの計画と。当初の恐らく倍以

上の数字が動いているのかなと思います。 

   それで、年度で、この計画書によりますと、見通しでは３８６５万円くらいのマイ

ナスになるのではないかという報告がございました。これはしようがないのかなと思

って見ていましたけれども、ただいまの総務課長の答弁でも、プラス人件費２人分は

１０００万円くらいになるのかなと。そうすると、４８００万円から５０００万円く

らいのマイナスが実質見込まれる。 

   そういうのは、私も実はコープふくしまで理事長をやっておりました。３つの会社

を持っていました。そこには職員が出向しております。当然、その独立した会社、株

式会社ではなくて合資会社だけ、あるいはいろんな形はありますけれども、そこの人

件費は全て本体から出向した職員の分まで支払うようになっておりまして、ただ、町

では、いろんな今の状況では払えないので町が払っていますけれども、将来はやはり

道の駅本体の会計から支出する人件費だと思います。 

   そこで、私も考えてきたのですけれども、生協の場合は組合員の組織でもっており

ます。だから、赤字の場合、経営が行き詰まっても、全て組合員に出資金をお願いし

て、そして立て直して経営をしております。私が理事長をやったときは１００億円を

超す借金があったのですけれども、そのとき２３億円だった出資金を組合員に土下座

してお願いしまして、７８億円の出資金をお願いして再建したという経験を持ってお

ります。町でも、将来このままでやっていきますと、この１４ページの予算書で見る
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と３０００万円、これは８０００万円、６月補正の残額だという説明でございます。

一般会計からの出し入れの数字になっておりますけれども、今回の４８００万円は特

定財源のその他になっております。そこで、この問題は将来にかかわる問題なので、

ぜひとも町長、あるいは社長の立場でも結構でございますから答弁願います。 

   私の経験からすると、１００％町で出資して５０００万円で始まったのですけれど

も、今こういう経営状態では、町からまだ追加増資するのは当然だと思います。ほか

から望むことはできません。ただ、この決算書を見ると、さすが特定財源から

１８００万円と。町長の説明では、ふるさと振興基金から持っていくと。とすれば、

基金条例が町にあります。この資料を見ますと、町の利用者は全体で８％ぐらいです。

としますと、国見町の一般会計から支出するのは国見町の町民からは許されないので、

やはり特定財源に求める、あるいは基金に求めるというのは、いい方法だと思います。

そして、一日も早く、その経営が安定されて、町で１００％出資しなくても、町民を

はじめ、ほかの人が喜んで出資金を出してくれる形態にしていくのが喫緊の課題であ

り、将来の課題かなと思っております。 

   そこで町長にお尋ねしますけれども、将来はやっぱり全部町で持っていくという考

えなのか、それとも、やはり経営を安定化させて、そして一般からの出資金を募集し

て経営できるような体制に持っていくつもりなのか、どちらなのか、お伺いします。 

議長（東海林一樹君） 町長。 

町長（太田久雄君） 八島議員のご質問にお答えを申し上げたいと思います。 

   先ほど来、私あるいは副町長が申し上げておりますように、この道の駅は復興のシ

ンボルとして、防災の拠点として、さらには町の活性化の施設ということで位置づけ

をしまして、整備をさせていただきました。 

   ７カ月ちょっと経過をいたしまして、いい面と悪い面、いろいろ出ておるかなと。

社長の立場でいうと経営の難しさ、町長の立場でいきますと指導の難しさ、二面性が

あるかなという思いもいたしておるところでございます。 

   ただ、現在まで１３０万人近い来場者、そしてそのうち１２０万人が町外からいら

っしゃっていただいておる。売り上げも、税込みになりますけれども６億５０００万

円ほどになっておる状況でございまして、私はその数字だけを見ますと、非常に私ど

もが描いておった町の交流、連携の核の施設、そしてまた国見町の維持、発展の核の

施設になりつつあるかなと思っておりますので、しっかりと前に向けて、これは対応

する必要性があるかなと思っております。 

   特に今、八島議員からいろいろお話ありましたけれども、今回の４８００万円につ

きましても、やはりどこから出資したんだという見える化を、しっかりとやらざるを

得ないだろうということで、９０％以上が町外から来ていらっしゃるということでご

ざいますので、ふるさと納税をベースとしましたふるさと振興基金の中からこの

４８００万円を充当させていただきました。まさに町民の税金ではなくて、それ以外

の特定財源で充当させていただいたということが一つございます。 

   と同時に、やはり今後につきましても、この町の施設でございますから、私はやは
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り必要性があるもの、これから私はいろいろ出てくると思います、国見まちづくり株

式会社から要請があれば、それは十分検討して、必要性のあるもの、国見町の維持、

発展につながるものについては、鋭意検討して、いろいろと議会を含めて検討しなが

ら前に進めていくということも出てくる可能性も当然あるわけでございます。そうい

った中にありましても、やはりしっかりと、町民の税ではなくて、町として町外から

ふるさと納税とか、そういった形でいただいたふるさと振興基金とか、あるいは東京

電力、国からいただいた復興基金がございます。まさに復興のシンボルとして道の駅

を作ったわけですから。そういった特定財源の中でフォローしていくことが一番ベタ

ーなのかなと考えております。今後そういった観点から、いろいろと支援がある場合

には、ベースをその基金等々から支出をしていくということでぜひ考えてまいりたい

と思っております。 

   それから、増資についてのお話でございますけれども、現在、町が基本的には、町

の施設ということでございまして４８００万円、町でフォローさせていただいており

ます。今後につきましては、やはり経営の安定化、私は３年ぜひ貸してほしいという

ことで、何回も今まで申し上げてきました。３年でぜひ、今の計画ですと、今年度は

国見まちづくり株式会社のデータによりますと３８００万円程度の赤字になると。来

年は、とんとんにしたい。再来年度は黒字にしたいという計画でやっておる最中でご

ざいますので、ぜひそういった段階におきましては、まさに今、八島議員がおっしゃ

いましたように、単に町のみではなくて、町民を含むあるいは周辺も含む、いろいろ

な方からご支援をいただいて、さらに前に進めるような道の駅の体制にぜひしていく

のが今後の筋かなと、私は思っております。 

   今ご質問いただいたことを十分踏まえて、今後しっかりとこの道の駅、まさに町の

施設でございますので、議員の皆様方、そして町民の皆様方と一体となって、ぜひこ

の道の駅を前に前に進めていく。私は、必ずやこの道の駅の活性化が、国見町の活性

化につながるものと思っておりますので、今後とも、鋭意そうなるように対応してい

きたいと思っておるところでございます。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） ほかに質疑ございませんか。 

（発言する者なし） 

議長（東海林一樹君） 質疑なしと認めます。 

   これから討論を行います。討論ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議長（東海林一樹君） 討論なしと認めます。 

   これから議案第５１号の採決を行います。この採決は起立によって行います。 

   本案は原案のとおり決することに賛成の方は起立を願います。 

（起立全員） 

議長（東海林一樹君） 起立全員です。 

   したがって、議案第５１号は原案のとおり可決されました。 
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◇          ◇          ◇ 

◇休議の宣告 

議長（東海林一樹君） 午後１時まで休議いたします。 

（午前１１時５９分） 

◇          ◇          ◇ 

◇再開の宣告 

議長（東海林一樹君） 再開いたします。 

（午後１時００分） 

◇          ◇          ◇ 

◇議案第５２号 平成２９年度国見町公共下水道事業特別会計補正予算（第 

        ２号） 

議長（東海林一樹君） 日程第１０、議案第５２号「平成２９年度国見町公共下水道事業

特別会計補正予算（第２号）」の件を議題といたします。 

   本議案について説明を求めます。 

   上下水道課長。 

上下水道課長（澁谷康弘君） 議案第５２号、平成２９年度国見町公共下水道事業特別会

計補正予算（第２号）につきましてご説明をさせていただきます。 

（以下議案書により説明） 

議長（東海林一樹君） これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議長（東海林一樹君） 質疑なしと認めます。 

   これから討論を行います。討論ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議長（東海林一樹君） 討論なしと認めます。 

   これから議案第５２号の採決を行います。この採決は起立によって行います。 

   本案は原案のとおり決することに賛成の方は起立を願います。 

（起立全員） 

議長（東海林一樹君） 起立全員です。 

   したがって、議案第５２号は原案のとおり可決されました。 

◇          ◇          ◇ 

◇休議の宣告 

議長（東海林一樹君） 議案の追加がありますので、暫時休議いたします。 

（午後１時０３分） 

◇          ◇          ◇ 

◇再開の宣告 

議長（東海林一樹君） 再開いたします。 

（午後１時０５分） 

◇          ◇          ◇ 
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◇追加日程の議決 

議長（東海林一樹君） ただいま配付いたしました追加日程表のとおり２件の追加があり

ますので、これを本日の日程に追加し、直ちに議題といたしたいと思います。 

   これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

議長（東海林一樹君） 異議なしと認めます。 

   したがって、この２件は直ちに議題とすることに決しました。 

◇          ◇          ◇ 

◇議員の派遣について 

議長（東海林一樹君） 日程第１１、「議員の派遣について」の件を議題といたします。 

   おはかりいたします。 

   本件はお手許に配付したとおり派遣することにしたいと思います。これにご異議あ

りませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

議長（東海林一樹君） 異議なしと認めます。 

   よって、本件はお手許に配付したとおり派遣することに決しました。 

◇          ◇          ◇ 

◇常任委員会の所管事務調査について 

議長（東海林一樹君） 日程第１２、「常任委員会の所管事務調査について」の件を議題

といたします。 

   本定例会までに総務文教、産業建設、広報の各常任委員長より私宛てに閉会中の調

査について、それぞれ実施したい旨の申し出がありました。 

   おはかりいたします。 

   各常任委員長の申し出のとおり、閉会中の調査を実施することにご異議ありません

か。 

（「異議なし」の声あり） 

議長（東海林一樹君） 異議なしと認めます。 

   したがって、閉会中の調査は実施することに決しました。 

◇          ◇          ◇ 

◇町長挨拶 

議長（東海林一樹君） 以上で、本定例会に付議されました議案の審議は全部終了いたし

ました。 

   町長より挨拶があります。町長。 

町長（太田久雄君） 平成２９年第４回国見町議会定例会の閉会にあたり、一言ご挨拶を

申し上げます。 

   ご提案申し上げました議案につきましては、慎重ご審議と格別のご理解をいただき、

全議案につきまして原案のとおりご議決を賜り、まことにありがとうございました。 

   また、議案審議の過程におきまして議員の皆様方から頂戴をいたしましたご意見等
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を十分踏まえまして、町政執行にあたってまいる所存でございます。 

   なお、議員の皆様方におかれましては、年末年始を迎え、お体には十分ご留意の上、

今後とも復興と町政進展、町民福祉の向上のためにお力添えを賜りますようお願いを

申し上げまして、閉会の挨拶とさせていただきます。ありがとうございました。 

◇          ◇          ◇ 

◇閉議及び閉会の宣告 

議長（東海林一樹君） 以上で、本日の日程は全部終了いたしました。 

   これをもって本日の会議を閉じます。 

   平成２９年第４回国見町議会定例会を閉会いたします。 

   なお、午後１時２０分から産業建設常任委員会を委員会室で行いますので、ご参集

願います。 

   長時間にわたりご苦労さまでございました。 

（午後１時０８分） 
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